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奥
田
政
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研
究
基
金
奨
学
生

(敬称略)

大
学

長
期
派
遣
交
換
留
学
［
カ
ナ
ダ･

北
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学

（
８
月
26
日
～
21
年
４
月
30
日
）］
伊

藤
有
輝
▽
上
野
千
絵
（
以
上
人
間
国
際

コ
ミ
３
）［
中
国
・
遼
寧
師
範
大
学

（
８
月
30
日
～
21
年
７
月
31
日
）］
今

井
陽
介
▽
岩
本
涼
介
（
以
上
国
際
コ
ミ

２
）［
中
国
・
浙
江
万
里
学
院
（
８

月
30
日
～
21
年
３
月
31
日
）］
佐
々
木

彩
乃
（
同
）［
同
（
８
月
30
日
～
21
年

留学･研修レポート

大阪国際大学人間科学部心理コミュニケーション学科 川
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モト
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代
ヨ

3 年次生

日本的な考え方を
もっと習得したい

大阪国際大学留学生別科(守口キャンパス) K
ケマル

emal S
サフ

af

世界が広がった
　ロンドンでの研修

　イギリスの首都･ロンドンを一言でいうと、お洒落な町でし
た。お城のような建物があるかと思えば、カラフルで可愛い建
物や、近代的な建物もあります。１週間の研修では、ロンドン
のメディアやファッションに関わる場所をたくさん先生方に案
内していただきました。
　その中でも私は、ポートベロー･マーケットとハロッズが一
番印象的でした。ポートベロー･マーケットは、日本では見ら
れないものばかりを売っているアンティ－ク市です。値段を交
渉すれば安く買えたりします。欲しいものがある時は、不思議
に英語も上手に話せるものです。
　一方、ハロッズは世界的な高級デパートでフード・ホールも
ガイドブックで見ていたとおり、とても豪華で驚きました。
　この研修旅行は団体旅行でしたが、バスで回るツアーではな
く、先生方が電車や徒歩でバッキンガム宮殿やミュージカル、
日本テレビ・ロンドン支局など、いろいろなところに連れて
いってくださったので、ロンドンっ子になったみたいに、ロン
ドンを肌で感じることができました。
　メディア･ファッション研修に参加して、世界が広がりまし
た。もっと何事も広いメディアで見ないといけないというこ
と、世の中にはいろいろな文化や人がいるということを学びま
した。もっと英語を勉強して、将来は世界共通語の英語を使っ
て、外国の人と触れ合う仕事に就ければよいと思っています。
（2008年2月28日～3月6日　心理コミュニケーション学科 

海外メディア・ファッション研修に参加）

　私は２ヵ月前にトルコから来ました。トルコで３年間日本語

と日本文学を勉強して、４年目に大阪国際大学に留学しまし

た。日本に来てから数ヵ月でいろいろな新しいものを見て、学

びました。その中で一番よかったことは、何にでも参加して活

動することの大切さを知ったことです。今、私は時間がある限

りいろいろなことに参加することにしています。実は自分の国

では何にでも参加してみることは、そんなにいいことだとは思

わなかったのです。しかし、今いろいろ活動すると、「すること」

は「しないこと」より絶対にいいと気づきました。今まで当然

わかっていたはずのことを、少し遅くても大阪国際大学で理解

できてよかったです。

　大学で日本語の勉強を山ほどしなければならないのは、言う

までもないことですが、それ以外にも茶道のような文化的な勉

強もしています。日本語が分かっていても、文化の勉強は一人

ではできません。こういう勉強を通して日本的な考え方を少し

でも理解し、自分のものにできたらこれからの私の人生にとっ

て、一つの色が増えると期待しています。

　将来トルコの大学の先生を目指していますが、この１年間で

日本についての知識を身につけ、帰国後、人に伝えられたら、

この留学は自分だけでなく、日本に関心のある他のトルコ人の

ためにもなるでしょう。

(トルコ出身　2008年９月から2009年８月まで、協定校エルジェス

大学より交換留学生として留学生別科に在籍)

　

大
学
・
短
大
は
、
10
月
６
日
に
公

開
さ
れ
た
。
情
報
の
見
や
す
さ
に
重

点
を
お
き
、
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
。
ま

た
、
本
学
の
特
長
を
フ
ラ
ッ
シ
ュ
画

面
で
伝
え
る
“
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
サ

イ
ト
”
と
し
て
「
先
輩
の
体
験
談
を

み
て
み
よ
う
」
を
掲
載
（
写
真
下
）。

今
後
は
動
画
な
ど
も
混
じ
え
、
内
容

を
追
加
し
て
い
く
予
定
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
ま
と
ま
っ
た
内

容
と
し
て
公
開
で
き
て
い
な
か
っ
た

在
学
生
向
け
の
情
報
を
、
各
課
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
も
と
に
、
在
学
生

　

教
育
は
国
の
発
展
の
礎
と
言
わ
れ

ま
す
。
教
育
は
次
代
を
担
う
人
材
の

育
成
で
あ
り
、
ま
さ
に
未
来
へ
の
先

行
投
資
で
す
。

　

若
い
世
代
が
幅
広
い
知
識
と
教
養

に
加
え
、
礼
節
や
モ
ラ
ル
を
身
に
付

け
、
豊
か
な
心
も
育
め
れ
ば
、
そ
の

ま
ち
は
き
っ
と
思
い
や
り
と
温
も

り
に
あ
ふ
れ
た
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に

な
り
ま
す
。
教
育
は
老
若
男
女
を
問

わ
ず
す
べ
て
の
人
が
受
け
て
き
た
も

の
で
あ
り
、
教
育
に
対
す
る
思
い
は

様
々
で
あ
っ
て
も
、
議
論
を
深
め
て

英
知
を
結
集
で
き
る
大
切
な
分
野
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

大
阪
国
際
学
園
で
は
、
真
の
国
際

人
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な

礼
節
を
身
に
つ
け
、
ど
の
よ
う
な
世

界
で
も
能
力
を
発
揮
で
き
る
人
間
の

育
成
や
、
母
国
の
文
化
や
伝
統
を
基

盤
と
し
て
世
界
の
多
様
な
文
化
に
対

応
で
き
る
力
を
身
に
つ
け
た
、
世
界

に
通
じ
る
心
豊
か
な
人
間
の
育
成
な

ど
を
教
学
方
針
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
教

学
方
針
の
も
と
で
学
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
を
誇
り
に
、
何
事
に
も
前
向

き
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
自
分
自
身
の
能
力
を
高

め
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
よ
り
充
実

し
た
も
の
と
さ
れ
ま
す
よ
う
、
こ
こ

で
私
か
ら
、
中
国
の
思
想
家
で
あ
る

孔
子
の
言
葉
を
二
つ
送
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
学
ん
で
思
わ
ざ
れ
ば
則
（
す
な

わ
）
ち
罔
（
く
ら
）
し
。
思
う
て
学

ば
ざ
れ
ば
則
ち
殆
（
あ
や
う
）
し
。」

　

こ
れ
は
、
自
分
で
考
え
つ
つ
も
、

先
人
か
ら
多
様
な
知
識
を
得
る
こ
と

で
、
独
断
に
陥
る
こ
と
な
く
柔
軟
で

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
知
的
生
活
を
送

れ
る
と
い
う
意
味
で
す
。

　
「
こ
れ
知
る
を
知
る
と
為
し
、
知

ら
ざ
る
を
知
ら
ず
と
為
す
。
是
れ
知

る
な
り
。」

　

こ
れ
は
、
知
っ
て
い
る
事
を
知
っ

て
い
る
と
言
え
る
、
知
ら
な
い
事
を

知
ら
な
い
と
言
え
る
、
こ
れ
が
本
当

直　

言

｢

真
の
国
際
人
を
め
ざ
し
、

自
身
を
磨
き
、
高
め
よ
う
！｣

枚
方
市
長　

竹 

内　
　

脩

に
知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
、
と
い
う
意
味
で
す
。
生
半
可
な

知
識
で
は
混
乱
さ
せ
る
だ
け
と
い
う

戒
め
で
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
社
会

の
中
、
様
々
な
場
面
で
意
見
や
判
断

を
求
め
ら
れ
る
機
会
は
増
え
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
は
こ
の
言

葉
を
頭
の
片
隅
に
、
幅
広
い
視
野
と

柔
軟
な
考
え
を
持
ち
、「
真
の
国
際

人
」
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
期

待
を
込
め
て
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
も
全
て
の
若
者
は
等

し
く
可
能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
現

代
の
社
会
は
決
し
て
楽
観
で
き
る
社

会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ゆ
え

に
皆
さ
ん
に
は
、「
社
会
と
の
関
わ

り
」の
中
で
自
分
の
夢
を
思
い
描
き
、

自
信
と
希
望
に
あ
ふ
れ
る
社
会
を
創

造
し
て
い
く
力
に
な
っ
て
も
ら
い
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
可
能

性
を
信
じ
、
夢
に
向
か
っ
て
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
！

　

本
学
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
一

環
と
し
て
、
聖
徳
大
学
（
千
葉
県
松

戸
市
）
と
の
提
携
に
基
づ
く
通
信
教

育
課
程
の
併
修
に
よ
り
、
卒
業
時
に

小
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
取
得
を
目

指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
平
成
20
年
度

以
降
の
入
学
生
を
対
象
に
平
成
21
年

度
か
ら
導
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
本
学
学
生
が
小
学

校
教
諭
免
許
を
取
得
す
る
た
め
に

は
、
卒
業
後
、
他
大
学
の
通
信
教
育

課
程
等
に
よ
り
取
得
す
る
以
外
に
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
に
よ
り
本
学
の

教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
在
学
生

が
、
２
年
次
か
ら
聖
徳
大
学
通
信
教

育
部
の
科
目
等
履
修
生
と
し
て
必
要

科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
り
、
中

学
校
教
諭
一
種
免
許
状
取
得
を
条
件

に
、
小
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
の
取

７
月
31
日
）］
池
上
彰
英
（
同
）［
中

国
・
東
北
大
学
（
同
）］
辻
本
明
日
香

▽
林 

哲
也
（
以
上
同
）［
台
湾
・
中

国
文
化
大
学
（
９
月
８
日
～
21
年
６

月
30
日
）］
足
立
祥
子
（
同
）

短
期
海
外
研
修
［
豪
・
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
英
語

研
修
（
８
月
23
日
～
９
月
13
日
）］
河

原
詩
織
▽
柴
田 

諒
（
以
上
国
際
コ
ミ

２
）
▽
三
原 

健
（
同
１
）［
中
国
・

香
港
中
文
大
学
中
国
語
研
修
（
８
月

３
日
～
27
日
）］
蓑 

優
（
心
理
コ
ミ

４
）
▽
呉
屋
美
和
▽
松
村 

梓
（
以
上

人
間
国
際
コ
ミ
３
）▽
丸
喜
祐
太
朗（
人

間
健
康
４
）
▽
水
田
翔
子
（
国
際
コ
ミ

２
）［
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
研
修
（
８
月
18

日
～
29
日
）］
李 

光
央
（
経
営
情
報

４
）
▽
森
下
健
司
（
法
政
経
４
）
▽
植

松
準
也
（
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
１
）
▽

笹
脇
真
由
子
（
法
律
政
策
１
）
▽
野

崎 

学
（
心
理
コ
ミ
３
）
▽
吉
村
篤
史

（
人
間
国
際
コ
ミ
３
）
▽
岡
田
さ
や
か

▽
平
田
由
香
里
（
以
上
人
間
健
康
４
）

▽
園
田
桂
子
（
同
３
）
▽
木
下
友
梨
（
同

１
）［
日
本
語
教
員
ア
シ
ス
タ
ン
ト

研
修
・
タ
イ
・
ナ
レ
ー
ス
ワ
ン
大
学

（
８
月
７
日
～
９
月
６
日
）］
木
村
紗

代
子
（
人
間
国
際
コ
ミ
４
）
▽
前
田
結

花（
国
際
コ
ミ
２
）［
同
・
モ
ン
ゴ
ル
・

ナ
ラ
ン
学
校
（
８
月
28
日
～
９
月
17

日
）］
今
井
春
香
（
心
理
コ
ミ
２
）
▽

中
本
紗
貴
▽
辻
本
香
織
（
以
上
ス
ポ
ー

ツ
２
）

大
和
田
高
校

派
遣
留
学
［
豪
・
ジ
ー
ロ
ン
・
グ

ラ
マ
ー･

ス
ク
ー
ル
（
８
月
１
日
～

21
日
）］
村
岡
真
帆
▽
川
口
翔
平
▽
吉

田 

凌
▽
渡
邉
彩
花
（
以
上
２
）

ホームページ装い一新
　大学・短大および滝井高校の
公式ホームページがリニューア
ルされた。

滝 井 高 校 大 学・短 大

　

一
方
、
滝
井
高
校
は
、
８
月
25
日

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
従
来
の

ピ
ン
ク
色
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、

「
凛
と
し
た
美
し
い
滝
井
」
を
テ
ー

マ
に
、
白
地
を
ベ
ー
ス
に
す
っ
き
り

し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

内
容
も
整
理
し
直
し
、
各
コ
ー
ス

や
ス
ク
ー
ル
ラ
イ
フ
の
紹
介
の
ほ
か

に
、『
教
育
の
特
長
』
と
し
て
「
小
笠

原
流
礼
法
の
教
育
」
を
は
じ
め
と
す

る
11
の
特
長
を
柱
に
、
滝
井
高
校
の
独

の
利
便
性
を
考
え
て
整
理
し
直
し

た
。

自
性
を
打
ち
出
し
て
い
る(

写
真
下
）。

利
便
性
と
見
や
す
さ
重
視

「
教
育
の
特
長
」
打
ち
出
す

免
許
が
取
得
可
能
に

来
年
度
導
入 

聖
徳
大
学
と
提
携

小学校教諭

得
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
通

信
教
育
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
一
部
の

科
目
を
除
い
て
関
西
圏
の
大
学
で
行

わ
れ
ま
す
。
来
年
度
か
ら
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
ス
タ
ー
ト
に
向
け
て
、
今
年
度

中
に
募
集
及
び
選
考
を
行
い
ま
す
。

(

大
学
・
短
大　

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
セ

ン
タ
ー
教
職
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
長

 

山
口　

寛
之
）

短
大
基
準
協 

本
学
を
訪
問
調
査

第
三
者
評
価 

来
春
に
公
表
予
定

　

本
学
（
大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学

部
）
は
、
平
成
20
年
10
月
８
日
か
ら

10
日
の
日
程
で
、
財
団
法
人
短
期
大

学
基
準
協
会
が
実
施
す
る
第
三
者
評

価
に
か
か
る
訪
問
調
査
を
受
け
ま
し

た
。（
10
月
８
日
は
、
評
価
員
に
よ

る
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
、
実
質
、
２

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。）

こ
れ
は
、
平
成
14
年
に
学
校
教
育
法

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成
16
年
度

か
ら
す
べ
て
の
短
期
大
学
は
７
年
間

に
一
度
は
認
証
評
価
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
こ
と
に
基
づ
く

も
の
で
す
。

　

本
学
で
は
、
学
校
教
育
法
改
正
に

と
も
な
い
、
平
成
17
年
に
は
自
己

点
検
運
営
委
員
会
の
下
、
自
己
点
検

実
施
委
員
会
が
発
足
し
、
平
成
17
年

度
と
18
年
度
に
わ
た
り
自
己
点
検
評

価
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
平
成
19
年
度
に
は
愛
知
大
学
短

期
大
学
部
と
の
間
で
相
互
評
価
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
自
己
点
検
評
価
活
動
を

経
て
、
本
年
度
に
第
三
者
評
価
を
受

け
る
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
奥
田
理
事
長
・
学
長
を

は
じ
め
、
多
く
の
教
職
員
が
訪
問
調

査
に
臨
み
、
ま
た
評
価
員
と
学
生
と

の
懇
談
や
学
内
視
察
も
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
第
三
者
評
価
の
結

果
は
、
平
成
21
年
３
月
に
公
表
さ
れ

る
予
定
で
す
。

(�

短
期
大
学
部
自
己
点
検
実
施
委
員
会

事
務
担
当　

庶
務
課

　

中
山　

貴
嗣)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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実施ずみの公開講座･講演会･イベント(共催含む)
月日 タイトル テーマ・講師（敬称略） 場所 主催

１月15日

語学教育センター
公開セミナー「ア
ジア流通言語とし
ての英語」

「アジアの日本企業建設と言語」
日立マクセル株式会社　経営統括本部　部長

高見幸次
守口キャンパス

国際大・短大
語学教育セン
ター

３月23日
和泉 修 客員教授
就任記念講演会

「吉本興業的、大学の選び方と大学生活！」
客員教授　和泉　修

枚方キャンパス
国際大入試・
広報部

７月５日
食育イベント～食
育フェスタ 2008 ～

料理教室、展示、手作り味噌試食など体験コーナー 守口キャンパス

大久保中学校
校区連携推進
協議会
短大家政科
(羊帝会(短大
同窓会)協力)

９月12日

国際大学教養講座

「日本の株式市場とＭ＆Ａ」
ビジネス学部准教授　外島健嗣

枚方キャンパス
国際大国際関
係研究所

10月17日
「ルーマニアの文化入門」

ルーマニア大使館員　ディアナ・ティハン

11月14日
「トルコにおける『観光』と『参詣・巡礼』のあいだ」

国際コミュニケーション学部教授　佐島　隆

９月21日

大阪国際学園 創立
80 周年記念
ビジネス学部・現
代社会学部 開設記
念シンポジウム「社
会が求める教育力」

基調講演「教育にとって最も大切なこと」
読売新聞特別編集委員　橋本五郎

パネルディスカッション「社会で本当に必要な教
育とは？」
パネリスト

㈱イー・ウーマン社長　佐々木かをり
関西サイエンス・フォーラム専務理事  萩尾千里

大阪国際大学人間科学部教授　長澤彰彦
コーディネーター

読売新聞大阪本社論説委員　田口晃也

大阪ビジネス
パーク円形ホー
ル

国際大国際関
係研究所

10月２日

もりぐちｅセミナー 

「カラダもココロも生き生きと！－第三の青春に
向かって－」

短期大学部幼児保育学科准教授　廣橋容子
ムーブ２１（守口
市生涯学習情
報センター）

守口市、財団
法 人 守 口 市
文化振興事業
団、国際大・
短大国際関係
研究所

10月９日
「四季の薬膳～季節にあった体調の整え方～」
短期大学部ライフデザイン総合学科講師　久木久美子

10月16日
「アウトドアレクリエーションのすすめ」

人間科学部スポーツ行動学科講師　横山　誠

10月８日 NHK大学セミナー
「オリンピックへの道　～夢を現実にする力～」

元シンクロナイズドスイミング選手
バルセロナオリンピック銅メダリスト　奥野史子

枚方キャンパス
国際大、ＮＨ
Ｋ大阪放送局

11月27日 地域食育フォーラム「アジアの食を知ろう II」 守口キャンパス

大久保中学校
校区連携推進
協議会
大阪府守口保
健所
短大家政科

2009年の国際大・短大公開講座
月日 タイトル テーマ・講師（敬称略） 場所 主催

２月13日

国際大学教養講座

「地方公共団体の活動 −地方公共団体の営利事
業、行政能率も含めて−」　　　

現代社会学部教授　奥　正嗣 枚方キャンパス
国際大国際関
係研究所

３月６日
「地域（あしもと）から考える環境問題」

人間科学部講師　加藤潤三

　

10
月
８
日
に
、
本
学
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
阪
放
送
局
主
催
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
学

セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
一
般
の
方
を
含

め
３
２
８
人
が
参
加
し
た
。
本
セ
ミ

ナ
ー
に
は
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス

イ
ミ
ン
グ　

バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
奥
野
史
子

さ
ん
を
迎
え
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
の

田
中
崇
裕
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
聞
き
手

と
な
り
、「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
道

～
夢
を
現
実
に
す
る
力
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

ご
主
人
の
朝
原
宣
治
選
手
が
、
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
男
子
４
０
０
ｍ
リ

レ
ー
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
際

　

大
学
・
短
大
国
際
関
係
研
究
所
が

主
催
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今

年
で
第
21
回
目
を
迎
え
る
。
今
回

は
学
園
創
立
80
周
年
と
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
・
現
代
社
会
学
部
開
設
を
記
念
し

て
、「
社
会
が
求
め
る
教
育
力
」
を

テ
ー
マ
に
９
月
21
日
、
Ｏ
Ｂ
Ｐ
円
形

ホ
ー
ル
（
大
阪
市
中
央
区
）
で
開
催

　

日
頃
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
運
ぶ
機

会
の
少
な
い
一
般
市
民
の
方
々
を
無

料
で
お
招
き
す
る
も
の
で
、
近
隣
住

民
の
方
と
一
般
公
募
の
計
約
８
０
０

人
を
招
待
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
本

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
イ
ベ
ン
ト

趣
旨
に
賛
同
し
、
27
社
の
企
業
か
ら
後

援
団
体
と
し
て
協
賛
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
は
、コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ「
ボ

ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
」
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
。
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
は
、

今
年
で
結
成
50
周
年
を
迎
え
全
国
各

第22回 奥田メモリアルフェスティバル コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

ボ
ニ
ー
・
ジ
ャ
ッ
ク
ス
招
き

　

22
回
目
を
迎
え
た
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
今
年
は
、
11
月
14
日
、
守
口

キ
ャ
ン
パ
ス
の
奥
田
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
。
開
か
れ
た
学
園
づ
く
り
、
地
域
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
一
般
市
民
を

招
き
、
文
化
・
芸
術
イ
ベ
ン
ト
を
愉
し
ん
で
い

た
だ
こ
う
と
始
ま
っ
た
催
し
。協賛27企業および

来場者からの志
総額1,122,448円

地
や
ア
ジ
ア
諸
国
で
精
力
的
に
活
動

中
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
５
０
０
０

曲
以
上
の
コ
ー
ラ
ス
ア
レ
ン
ジ
楽
譜

を
持
ち
、
そ
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
広

さ
と
、
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
ト
ー
ン

と
呼
ば
れ
る
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と

歌
い
方
で
、
人
々
の
心
を
魅
了
し
て

き
た
。
１
９
９
９
年
に
は
日
本
レ

コ
ー
ド
大
賞
功
労
賞
を
受
賞
し
て
い

る
。

　
「
ち
い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」「
お
母

さ
ん
」「
ス
イ
ン
グ
」
な
ど
童
謡
か

ら
ジ
ャ
ズ
ま
で
、
す
ば
ら
し
い
歌
声

で
観
客
席
は
包
ま
れ
、
集
ま
っ
た
人

た
ち
は
、
感
動
の
う
ち
に
約
２
時
間

の
秋
の
一
夜
を
過
ご
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
、
来
場
者
か

ら
贈
ら
れ
た
志
25
万
２
４
４
８
円
と

後
援
企
業
か
ら
の
協
賛
金
87
万
円

は
、
学
園
の
地
域
交
流
等
の
活
動
資

金
の
一
部
に
充
当
さ
れ
た
。

美しいハーモニーで観客魅了

「
社
会
が
求
め
る
教
育
力
」
テ
ー
マ
に

　
　

︱ 

学
園
創
立
80
周
年
と
学
部
開
設 

︱

記
念
国
際
シ
ン
ポ
開
く

さ
れ
た
。

　

奥
田
吾
朗
理
事
長
・
学
長
の
主
催

者
挨
拶
、
植
松
康
祐
副
学
長
の
提
言

の
後
、
基
調
講
演
で
は
、
読
売
新
聞

特
別
編
集
委
員
の
橋
本
五
郎
氏
が
、

「
教
育
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ

と
」
に
つ
い
て
講
演
。

　

引
き
続
き
、
読
売
新
聞
大
阪
本
社

論
説
委
員
の
田
口
晃
也
氏
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
社
会
で
本
当
に
必
要

な
教
育
と
は
？
」
が
行
わ
れ
、
㈱

イ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
社
長
の
佐
々
木

か
を
り
氏
、
関
西
サ
イ
エ
ン
ス
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
専
務
理
事
の
萩
尾
千
里

氏
、
長
澤
彰
彦
本
学
人
間
科
学
部
教

授
が
、
大
学
・
企
業
で
の
経
験
を
も

と
に
、
社
会
に
役
立
つ
教
育
の
た

め
、
大
学
は
何
を
す
べ
き
か
な
ど
に

つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

の
様
々
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ト
ッ
プ
ア

ス
リ
ー
ト
ゆ
え
の
苦
悩
な
ど
が
紹
介

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
奥
野
さ
ん
自
身

が
６
歳
か
ら
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス

イ
ミ
ン
グ
を
始
め
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ソ
ロ
、
デ
ュ
エ
ッ
ト

と
も
に
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
ま
で

を
話
し
、
極
限
の
緊
張
感
の
中
で
い

か
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ
る
か

な
ど
が
、
手
に
取
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
講
演
で
あ
っ
た
。

　

奥
野
さ
ん
の
「
自
分
の
環
境
は
自

分
で
創
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
現

代
の
若
者
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

本
学
の
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
大
学
生
活
の
道
標
に
な
れ
ば

と
願
い
た
い
。

幼
稚
園
絵
画
表
彰�

(

敬
称
略)

第
45
回
大
阪
府
〈
歯
の
保
健
〉

図
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

大
阪
府
教
育
委
員
会
賞
＝
あ
や
め

組 

穗
園
直
紀
▽
入
賞
＝
あ
や
め

組 

黒
木
健
汰
▽
立
嶋
悠
人
▽
ゆ
り

組
＝
岡
田
瑠
依
▽
七
牟
礼
友
希
▽
ひ

ま
わ
り
組
＝
渡
辺
健
太
▽
す
み
れ
組

＝
阪
口
心
愛
▽
た
ん
ぽ
ぽ
組
＝
岩

﨑 

将

「自分の環境は自分で創るもの」と、学生たちにメッセージを語る奥野 史子
さん

本学・NHK大学セミナー

バルセロナ五輪「銅」
奥野 史子さん講演

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

平
成
20
年
度
前
期

（
＊
は
表
彰
規
程
記
載
資
格
）

◆
国
際
大

＊
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
８
５
０
点
以
上

(

Ｉ
Ｐ
含
む)

人
間
国
際
コ
ミ
４=

藤
原
裕
毅

＊
同
７
３
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含

む)経
営
情
報
４=OYUNBILEG CHINGUN

▽
同
３=

馬
場 

薫

＊
同
５
０
０
点
以
上
（
Ｉ
Ｐ
含

む
）

心
理
コ
ミ
４=

舌 

陽
平
▽
同
３=

桂

華
麻
希
▽
人
間
国
際
コ
ミ
４=

孫 

▽
張 

霞
▽
天
願
未
涼
▽
韓 

娜
▽
同

３=

加
藤
恵
子
▽
水
間
一
裕
▽
森
元
美

也
子
▽
山
名
麻
友
▽
若
松
佑
輔
▽
人
間

健
康
３=

松
浦
庄
吾

＊
英
検
準
１
級

人
間
健
康
４=

藤
原
裕
毅

＊
同
２
級

法
政
経
３=

山
田
朋
彦
▽
人
間
国
際

コ
ミ
４=

牧
野
絵
美
子
▽
同
３=

松

井 

遥
▽
山
田
啓
輔
▽
人
間
健
康
３=

渡
邉
雄
平

＊
中
国
語
検
定
試
験
２
級

人
間
国
際
コ
ミ
４=

中
川
沙
希
▽
中
山

苑
香
▽
西
川
愛
美

＊
日
本
語
能
力
検
定
１
級

経
営
情
報
４=

仲 

蓉
蓉
▽
王 

中

来
▽
同
２=

 

照
童
▽
法
政
経
４=

李 

博
▽
同
３=

孫 

源
階
▽
毛 

晨

霞
▽
同
２=LIM

 JIT
 SU
N

▽
人
間

国
際
コ
ミ
４=

王 

暁
虹
▽
李 

穎
▽

劉 

丹
▽
陸　

艶
チ
ェ
ン
▽
鄭 

智
熙

▽
同
３=

呉 

敏
▽
劉 

明
暉
▽
人
間

健
康
３
＝
単 

Ｊ
．
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
実
用
日
本
語
検

定
準
Ｂ
級

経
営
情
報
４=

張 

揚

Ｂ
Ｊ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
日
本
語
能
力

テ
ス
ト (

Ｊ
２
レ
ベ
ル)

心
理
コ
ミ
４=

陳 

小
媛

＊
秘
書
技
能
検
定
準
１
級

人
間
国
際
コ
ミ
４=

牧
野
絵
美
子

同
２
級

経
営
情
報
３=

佐
々
木
綾
子

簿
記
検
定
試
験
３
級

人
間
国
際
コ
ミ
３=

義
久
幸
香

＊
基
本
情
報
技
術
者
試
験

経
営
情
報
４=

上
柴 

了

＊
初
級
シ
ス
テ
ム
ア
ド
ミ
ニ
ス

ト
レ
ー
タ
試
験

経
営
情
報
４=

横
山
政
幸

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
文
書
作
成
」

２
級

国
際
コ
ミ
２=

太
田
智
哉

同
３
級

心
理
コ
ミ
３=

井
上
卓
也
▽
人
間
健
康

３=

丸
山
友
起
▽
ス
ポ
ー
ツ
３=

石
川

久
美
絵
▽
国
際
コ
ミ
２=

太
田
智
哉

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定 

「
デ
ー
タ
活
用
」

２
級

心
理
コ
ミ
４=

荒
田 

恵

パ
ソ
コ
ン
検
定
準
２
級

経
営
情
報
２=

東
野 

純
▽
法
政
経
３

=

久
保
長
聖
弥

同
３
級

経
営
情
報
３=

奥
野
リ
エ
▽
松
本
菜
々

子＊
販
売
士
検
定
２
級

心
理
コ
ミ
３=

北
野
真
一

同
３
級

心
理
コ
ミ
３=

坂
口
弥
由
、中
西
絵
理
、

平
塚
麻
衣
▽
同
２=

岡
本
友
季
▽
北
野

真
一
▽
酒
井
さ
お
り
▽
人
間
国
際
コ
ミ

３=

小
南
貴
嗣
▽
米
田
実
加
▽
人
間
健

康
３=

秋
谷 

誠
▽
田
井
亮
介

◆
短
大

＊
販
売
士
検
定
２
級

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

西
村
有
加

＊
同
３
級

家
政
２=

長
島
千
夏
▽
三
浦
加
世
▽
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
１=

奥
井
美
奈
子
▽
喜

多
島
亜
美
▽
東 

さ
つ
き
▽
田
中
千
花

▽
西
村
有
加
▽
本
間
美
聖
▽
中
田
朋
美

▽
秦
野 

梓
▽
谷 

恵
梨
香
▽
藤
谷
恵

美
▽
村
上
芽
久
美
▽
森 

由
佳
里
▽
国

際
文
化
２=

澤
田
唯
里
▽
同
１=

久
代

弥
加
▽
藤
永
美
喜
子
▽
古
澤
香
奈

＊
ヤ
マ
ハ
音
楽
能
力
検
定
試
験

指
導
グ
レ
ー
ド
５
級

幼
児
保
育
１=

青
野
友
香
里

訪
問
介
護
員
２
級

家
政
２=

河
村
美
穂
▽
小
宮
山
晴
奈
▽

坂
元
千
尋
▽
佐
藤
美
幸
▽
篠
村
め
ぐ
み

▽
髙
見
育
代
▽
西
﨑
絵
理
▽
野
田
英
子

▽
前
川
祐
位
奈
▽
松
永
祐
実
▽
水
溜
な

ぎ
さ
▽
山
下
絵
理
花
▽
和
田
亜
由
美

◆
滝
井
高
校

英
検
２
級

３
年=

日
平 

礼
▽
山
本
唯
香
▽
岡
崎

紗
璃
▽
中
尾
夏
稀
▽
原
田
愛
子
▽
山
本

智
絵

漢
検
２
級

３
年=

前
田
千
恵
▽
峰
村
紗
季
▽
２
年

=

阿
部
舞
子
▽
竹
中 

綾

同
準
２
級

３
年=

▽
岡
田 

縁
▽
小
倉
真
智
子
▽

川
節
優
子
▽
上
垣
真
美
▽
山
本
唯
香
▽

柴
田
早
紀
▽
横
山 

蛍
▽
乾 

秀
子
▽

今
西
桃
子
▽
片
山
あ
ん
づ
▽
北
浦
佳
奈

▽
佐
野
加
奈
実
▽
丸
岡
友
里
▽
重
村
幸

花
▽
田
中
皐
月
▽
桃
田
ひ
か
る
▽
岡
崎

紗
璃
▽
中
尾
夏
稀
▽
浜
谷
愛
李
▽
平
鍋

早
貴
▽
三
宅
奈
穂
子
▽
山
本
佳
奈
▽
２

年=

木
太
由
香
里
▽
城
谷
め
ぐ
み
▽
高

林
玲
奈
▽
林
田
衣
世
▽
平
川
麗
奈
▽
福

井
由
希
奈
▽
宮
内
千
春
▽
森
垣
有
望
▽

吉
田
久
美
▽
臼
山
愛
美
▽
小
林
由
枝
▽

川
村 

綾
▽
長
路
佳
奈
▽
後
藤
真
麻
▽

古
家 

聖
▽
永
田
真
紀
▽
１
年=

藤
井

真
由
香

ワ
ー
プ
ロ
実
務
検
定
２
級

３
年=

▽
杉
山 

想
▽
２
年=

町
野
真

生
▽
近
藤
千
尋

◆
大
和
田
高
校

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
６
０
０
点
以
上

(

Ｉ
Ｐ
含
む)

３
年=

池
内
梨
恵
▽
延
原 

彩

同
５
０
０
点
以
上(

Ｉ
Ｐ
含

む)３
年=

森
島
康
順
▽
岩
井
俊
樹
▽
大
井

戸
菜
月
▽
西
川
友
香
理
▽
竹
本
麻
亜
子

▽
小
畑
沙
織
▽
中
本
ふ
さ
よ

英
検
２
級

３
年=

山
本
達
也
▽
高
橋
万
欣
子
▽
八

尾
友
揮
▽
北
井
杏
奈
▽
東
野
竜
弥
▽
三

浦
麻
衣
▽
森
実
美
彩
希
▽
山
中
寛
子
▽

田
中
英
歳

漢
検
２
級

３
年=

渥
美
杏
奈

同
準
二
級

３
年=

平
松
貴
美
子
▽
２
年=

澤
田
裕

貴
▽
湊
口
菜
摘
▽
植
野
あ
お
い
▽
岡
田

な
つ
子
▽
北
川
友
梨
▽
岩
倉
彩
夏

数
検
２
級

２
年=

中
井 

陵

同
準
２
級

２
年=

門
田
優
希
▽
森
口
真
衣
▽
寺
西

清
香
▽
東
野
菜
奈
美
▽
渡
邉
彩
花
▽
１

年=

堤 

杏
紗
▽
今
尾
光
佑

◆
大
和
田
中
学

英
検
準
２
級

３
年=

千
葉
優
希
▽
種
田
博
気
▽
井
上

和
真
▽
岡
本
沙
弥
香
▽
岸
蒼
代
香

漢
検
準
２
級

２
年=

乾 

綾
香
▽
滝
本
靖
崇
▽
藤
本

奈
那

美しいハーモニーと歌い方で多彩なレパートリーが披露された
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地
元
富
山
県
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
・
と
な
み
衛
星
通
信
テ
レ
ビ
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
ガ
イ
ド　

編
集
室
長
を

務
め
る
木
本
さ
ん
が
、
多
く
の
人
に

ガ
イ
ド
誌
を
手
に
と
っ
て
ほ
し
い
と

誌
面
上
で
連
載
を
始
め
た
の
が
、
地

元
出
身
の
偉
人
の
生
涯
を
伝
え
る

『
と
な
み
野
ス
ト
ー
リ
ー
』
だ
っ

た
。

　

そ
の
連
載
が
70
回
を
迎
え
た
の
を

機
に
、
１
冊
の
本
と
し
て
発
刊
さ
れ

た
。

　

他
業
種
か
ら
転
職
し
、
経
験
も
あ

ま
り
な
い
木
本
さ
ん
が
、
暗
中
模
索

の
中
、
合
計
55
人
の
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
き
た
人
々
に
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
と
め
て
い
っ
た
。
そ
の

背
景
に
は
、
大
学
時
代
の
ゼ
ミ
担
当

教
員
や
同
社
の
社
長
か
ら
言
わ
れ
た

「
地
元
の
プ
ロ
に
な
れ
」
と
い
う
言

葉
が
あ
っ
た
と
い
う
。

★
「
と
な
み
野
ス
ト
ー
リ
ー
」
は
、

同
社
サ
イ
ト
で
も
連
載
中
。

http://w
w
w
.e-tonam

ino.com
/

colum
n/colum

n_index.jsp

◆
新
刊�

（
価
格
は
税
別
）

国
際
大
・
短
大

○
『
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
は
本
当
に
儲
か

る
の
か
？―

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ネ

ス
論
』
情
報
デ
ザ
イ
ン
教
授 

稲
泉
綾

二 

著 

遊
タ
イ
ム
出
版 

１
６
０
０
円

○
『
外
為
Ｆ
Ｘ
失
敗
に
学
ぶ
成
功
の

法
則
』
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲

也 

著 

秀
和
シ
ス
テ
ム 

１
０
０
０
円

○
『
社
会
人
に
な
っ
た
ら
読
む
経
営
学
の

き
ょ
う
か
書
』
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲

也 

著
者 

秀
和
シ
ス
テ
ム 

１
２
０
０

円○
『
ま
ち
づ
く
り
と
創
造
都
市―

基
礎
と

応
用―

』
国
際
コ
ミ
准
教
授 

木
沢
誠

名 

共
著 

晃
洋
書
房 

１
９
０
０
円

○
『
松
下
幸
之
助 ―

人
を
活
か
し
育
て

る
プ
ロ
の
教
え(

ビ
ジ
ネ
ス
の
巨
人
シ

リ
ー
ズ)

』
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲

也 

共
著 

ア
ス
ペ
ク
ト 

１
４
０
０
円

○
『
オ
フ
ィ
ス
・
プ
ロ
を
め
ざ
す 

秘

書
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
』
国
際
文
化
准
教

授 

前
川
昌
子 

共
著 

中
央
経
済

社 

２
５
０
０
円

○『
夢
を
か
な
え
る「
引
き
寄
せ
の
法
則
」

バ
イ
ブ
ル―

引
き
寄
せ
力
ｕ
ｐ
！
即
効
マ

ニ
ュ
ア
ル
』
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲

也 

著 

秀
和
シ
ス
テ
ム 

１
２
０
０
円

○
『E

ast A
sian E

conom
ies and 

N
ew
 R
egionalism

』
経
済
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
准
教
授 

塩
谷
雅
弘 

共
著 

K
yoto 

U
niversity Press and T

rans Pacific 
Press 

Ｕ
Ｓ
＄
８
９
・
９
５

○
『
ワ
ル
ト
ラ
ワ
ラ
・
第
27
号
』
大
学
名

誉
教
授 

松
田
司
郎 

編
著 

ワ
ル
ト
ラ

ワ
ラ
の
会 

８
０
０
円

○
『
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
ふ
し
ぎ
な
こ
と
ば
』

大
学
名
誉
教
授 

松
田
司
郎 

写
真
・
解

説 

文
研
出
版 

１
３
０
０
円

○
『
中
欧
諸
国
の
日
本
人
と
日
本
語
』
国

際
コ
ミ
教
授 

松
井
嘉
和 

私
家
版 

非

売
品

○
『
イ
ス
ラ
ム
金
融
と
政
府
系
フ
ァ
ン
ド

が
わ
か
る
本
』
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲

也 

共
著 

秀
和
シ
ス
テ
ム 

１
０
０
０

円○
『
初
め
て
の
人
権
』
法
律
政
策
准
教

授 

安
保
克
也 

共
著 

法
律
文
化

社 

２
６
０
０
円

○
『
引
き
寄
せ
力
が
ぐ
～
ん
と
ア
ッ
プ
す

る
魔
法
の
言
葉
』
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑

哲
也 

著 

Ｔ
Ａ
Ｃ
出
版 

１
２
０
０
円

○
『The W

orld of S
oy

』
国
際
コ
ミ

准
教
授 

小
瀬
木
え
り
の 

共
著 

T
he 

U
niversity of Illinois Press 

５
３
１
５

円
（
税
込
）

○
『
外
為
Ｆ
Ｘ
シ
ス
テ
ム
ト
レ
ー
ド
の
成

功
法
則
が
わ
か
る
本―

２
時
間
で
読
め

る
！
超
入
門
』
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲

也 

著 

秀
和
シ
ス
テ
ム 

１
０
０
０
円

○
『
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
き
ょ
う
か
書
』

国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑
哲
也 

著 

秀
和

シ
ス
テ
ム 

１
２
０
０
円

○
『
発
達
と
家
族
の
心
理
』
大
学
非
常

勤
講
師 

粕
井
み
づ
ほ
▽
心
理
コ
ミ
准

教
授 

青
野
明
子 

共
著 

久
美
出

版 

２
３
０
０
円

○
『
法
学
事
始
』
法
律
政
策
准
教
授 

安

保
克
也 

共
著 

一
学
舎 

２
５
０
０
円

○
『
あ
な
た
を
成
功
に
導
く 

最
新 

外
貨
投

資
・
Ｆ
Ｘ
辞
典
』
国
際
コ
ミ
教
授 

宮
﨑

哲
也 

著 

テ
ク
ス
ト 

１
６
０
０
円

○
『
英
語
史
研
究
ノ
ー
ト
』
人
間
科
学

部
教
授 

浅
香
佳
子 

共
著 

開
文

社 

２
０
０
０
円

滝
井
高
校

○
『
く
は
落
語
の
く 

落
語
の
ご
ら
く 

そ

の
５
』『
ご
は
落
語
の
ご 

落
語
の
ご
ら

く 

そ
の
６
』
職
員 

橋
本
喬
木
（
光
央
）

著 

信
光
印
刷
株
式
会
社
出
版
部 

各

１
２
３
８
円

「
と
な
み
野
ス
ト
ー
リ
ー

─
散
居
村
の
先
輩
た
ち
─
」

（
と
な
み
衛
星
通
信
テ
レ
ビ
株
式
会
社
）

「
卒
業
生
の
本
」
紹
介

木
本 

尚
志
さ
ん(

著)

国
際
大
法
政
経
学
部
，98
年
卒

地
元
出
身

の 

偉 

人 

55
人
の
生
涯
ま
と
め
る

〝
未
知
の
世
界
〟
へ
挑
戦
第 

４ 

回 

学 

生

チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度

　

今
年
で
第
４
回
目
と
な
っ
た
大
学
・
短
大
のChallenge T

he Global 
M
ind

（
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
）。
11
企
画
の
応
募
が
あ
り
、書
類
審
査
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
審
査
を
経
て
、
４
企
画
が
採
択
さ
れ
た
。
以
下
は

企
画
を
実
施
し
た
学
生
た
ち
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
。

｢

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
２
０
０
８｣

世
戸　

俊
男
ゼ
ミ

　

本
年
度
も
例
年
に
引
き
続
き
守
口

キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
８
月
16
日
～
19
日

の
４
日
間
に
わ
た
り
サ
マ
ー
ス
ク
ー

ル
を
行
な
い
ま
し
た
。
学
校
周
辺
の

地
域
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
に
募
集
を
か
け
、
ス

ポ
ー
ツ
行
動
学
科
世
戸
ゼ
ミ
生
を
主

体
と
し
、
昨
年
か
ら
学
科
特
有
の
ス

ポ
ー
ツ
を
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

「
枚
方
農
業
活
性
化
」

枚
方
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(

Ｈ
Ｓ
Ｐ)

　

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
を
利
用
し

て
、
大
学
と
地
域
が
協
力
し
て
地
域

活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
枚
方

ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
11
人

の
メ
ン
バ
ー
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
最
初
に
自

分
た
ち
の
知
識
や
意
思
を
固
め
る
た

め
に
、
枚
方
市
を
知
る
こ
と
か
ら
は

じ
め
ま
し
た
。
そ
の
過
程
の
中
で
、

レ
ン
ゲ
米
な
ど
の
特
有
産
業
が
あ
る

こ
と
や
農
家
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
実

際
の
様
子
を
知
る
た
め
に
研
修
合
宿

を
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
合
宿
で
は
、
メ
ン
バ
ー
同
士

の
交
流
を
深
め
る
と
同
時
に
、
知
識

を
深
め
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
し

た
。
合
宿
一
日
目
に
、
Ｊ
Ａ
北
河
内

の
方
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

合
宿
二
日
目
に
は
、
実
際
に
農
業
を

さ
れ
、
食
育
に
力
を
注
い
で
お
ら
れ

る
精
華
町
の
森
元 

茂
さ
ん
を
講
師

に
お
招
き
し
、
農
家
の
様
子
や
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
地
元
の
学
校
で
、
地
元

の
農
業
に
つ
い
て
ど
の
程
度
知
ら
れ

て
い
る
の
か
を
知
る
た
め
に
、
小
・

主
眼
は
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献

稲の収穫を手伝いメンバー同士の交流を深め、地元
農家の仕事内容に触れる

枚方キャンパス（２年次生）

参
加
者
の
笑
顔
に
満
足
…
感
謝

中
・
高
の
生
徒
を
対
象
に
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。ま
た
、森
元
さ
ん
の
田
ん
ぼ
で
、

精
華
町
立
精
華
台
小
学
校
５
年
生
の

児
童
が
、
田
植
え
を
し
た
稲
の
収
穫

を
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
農
家
の

仕
事
内
容
を
知
り
子
供
た
ち
と
交
流

し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
大
学

と
地
域
が
協
同
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

遂
行
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
代
表　

経
営
情
報
学
科
３
年
次
生

 

湯
浅　

卓
哉)

川辺でスイカ割りを楽しむ。子どもたちに大好評だっ
た

を
実
施
し
、
８
人
で
企
画
運
営
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
去
年
か

ら
要
望
の
と
て
も
強
か
っ
た
遠
足
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
学
校
内
で
の
ス

タ
デ
ィ
ー
タ
イ
ム
や
ク
ラ
フ
ト
・
ス

ポ
ー
ツ
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
幅
も
広
が

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
総
勢
69
人
と
年
毎
に

増
加
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
企
画
を
援
助
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
学
生
も
総
勢
50
人
、
衛
生

面
に
つ
い
て
は
西
岡
ゆ
か
り
先
生
か

ら
の
ご
指
導
と
多
く
の
協
力
を
得
て

こ
の
企
画
が
実
現
し
ま
し
た
。
準
備

は
早
春
５
月
か
ら
始
ま
り
、
資
金
確

保
の
た
め
学
校
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
の

申
し
込
み
や
企
画
の
考
案
・
作
成
、

地
域
へ
の
呼
び
か
け
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
大
幅
に
崩
れ
る
こ

と
も
な
く
円
滑
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進

み
、
参
加
し
た
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
す
ば
ら
し

い
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
も

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
成
功
を
収
め
る

こ
と
が
で
き
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
大
変

満
足
し
て
い
る
と
共
に
、
企
画
に
賛

同
し
様
々
な
形
で
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
方
た
ち
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

私
た
ち
学
生
が
主
体
と
な
り
様
々

な
企
画
運
営
を
行
な
う
場
を
与
え
て

も
ら
え
た
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
、
毎
年
こ
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
も
、
こ
の

企
画
を
こ
れ
か
ら
９
回
・
10
回
と
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(

代
表 �

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科

３
年
次
生　

松
村　

奈
緒
子

　
　
　

�

同
４
年
次
生　

愛
場　

祐
希)

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

「
天
竜
川
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

ワ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部

　

ツ
ア
ー
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
は
な

い
、
自
分
で
コ
ー
ス
を
選
び
、
激
流

に
挑
む
と
い
う
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
醍

醐
味
を
、
高
校
生
に
も
体
験
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
、
こ
の
制
度
に
応

募
し
ま
し
た
。
川
に
対
す
る
知
識
を

身
に
付
け
て
も
ら
い
、
水
の
事
故
の

防
止
に
繋
が
れ
ば
と
も
考
え
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
一
般
に
は
馴
染
み
の
な

い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
に

働
き
か
け
も
し
ま
し
た
が
、
結
果
と

し
て
、
参
加
者
を
集
め
る
こ
と
が
で

き
ず
、
今
回
の
企
画
を
実
行
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
は
危
険
を
伴
う
ス
ポ
ー
ツ
な
の

で
、
複
数
の
練
習
日
を
設
け
た
た
め
、

敷
居
が
高
く
な
っ
た
こ
と
も
一
因
と

考
え
ま
す
。
採
択
し
て
い
た
だ
い
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
結
果

に
な
り
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度
は
、
学
外

と
接
触
す
る
機
会
と
も
な
り
、
私
た

ち
部
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
一
つ
で
す
。
来
年
以
降
も
川

に
関
連
し
た
企
画
を
立
ち
上
げ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
部
長　

久
保　

宏
允
）

〝
ヤ
ル
気
〟、〝
助
け
合
い
〟
を
痛
感

 

「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」

P
R
IC
ELES

S

　衣装デザイン、製作から企画、裏方まで仲間と手探
りでショーという一つの形を作り上げた

　

私
が
今
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と

は
、
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も

に
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
を
企

画
し
、
大
学
祭
で
実
施
す
る
こ
と
で

し
た
。
美
容
・
服
飾
学
校
な
ら
簡
単

に
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
普

通
の
大
学
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

を
一
か
ら
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と

は
、
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

全
く
未
知
の
世
界
で
し
た
が
、
仲

間
た
ち
と
手
探
り
で
、
デ
ザ
イ
ン
、

裁
断
、
縫
製
へ
と
進
み
、
完
成
さ
せ

て
い
き
ま
し
た
。ま
た
、フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
に
は
衣
装
製
作
だ
け
で
な

く
、
舞
台
構
成
や
音
響
、
照
明
も
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
見
る
立
場
か
ら
一
転

し
て
創
る
立
場
に
な
っ
て
み
て
初
め

て
、
一
つ
の
も
の
を
作
り
上
げ
る
に

は
、
数
々
の
や
る
べ
き
こ
と
を
こ
な

し
て
い
く
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
仲

間
を
ま
と
め
引
っ
張
っ
て
い
く
力
、

そ
し
て
何
よ
り
も
仲
間
と
の
助
け
合

い
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
後
輩
が
私
た
ち
の
意
志
を

受
け
継
い
で
、
こ
の
サ
ー
ク
ル
で

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
続
け
、
多

く
の
人
々
に
た
く
さ
ん
の
感
動
を
与

え
る
と
と
も
に
、
彼
女
、
彼
ら
自
身

が
確
か
な
成
長
を
感
じ
と
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
代
表 

人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
３
年
次
生

 

松
岡　

愛
美
）

枚方キャンパス（３年次生）

枚方キャンパス（４年次生）

守口キャンパス（大学）

守口キャンパス（短大）

▼
経
営
情
報
学
部 

梶
め
ぐ
み
▽
畠

田 

稔
▽
東
村
美
穂
▽
平
位 

理

▽
堀
岡
久
喜
（
以
上
２
）
▽
今
本

英
男
▽
岸 

大
典
▽
田
下
敦
子
▽

陳 

法
恩
▽
中
村
宏
美
（
以
上
３
）

▽
市
村
美
沙
子
▽
大
塚
大
輝
▽
小
林

由
樹
子
▽D

A
RSA
 W
IH
A
RJO
 SRI 

H
A
RJA
K
A

▽
長
岡
勇
希（
以
上
４
）

▼
法
政
経
学
部　

川
田
奈
緒
▽
小
松

大
学･

短
大 

学
業
優
秀
者
表
彰

（敬称略）

優
太
▽
佐
藤
大
輔
（
以
上
２
）
▽
岩

本
光
司
▽
根
間
亜
優
美
▽
原 

竜
也

▽
宮
澤
正
夫
（
以
上
３
）
▽
北
村
麻

紀
子
▽
田
所
千
紘
▽
張 

国
恩
▽
長

岡
悟
司
（
以
上
４
）

▼
人
間
科
学
部
心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科　

今
井
春
香
▽
鳥

尾

信
子
▽
福
元
理
沙
（
以
上
２
）
▽
谷

口
太
一
▽
森
下
雄
輔
▽
山
田
由
比

（
以
上
３
）
▽
⻆ 

由
帆
▽
加
本
彩

子
▽
木
村 

愛
（
以
上
４
）

▼
同 

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科　

米
田
実
加
▽
若
松
佑
輔
（
以

上
３
）
▽
徐 

茹
蔓
▽
張 

霞
（
以

上
４
）

▼
同 

人
間
健
康
科
学
科　

髙
藤
真

衣
▽
中
村
早
哉
香
（
以
上
２
）
▽
櫛

野
友
希
▽
劉 

顕
華
（
以
上
３
）
▽

川
島
聖
士
▽
山
本
真
央
（
以
上
４
）

▼
同 

ス
ポ
ー
ツ
行
動
学
科　

中
野

由
香
▽
吉
田
美
波
（
以
上
２
）
▽
古
川

絵
梨
▽
吉
﨑
菜
央
未
（
以
上
３
）
▽
長

尾
宣
子
▽
則
本
や
よ
い
（
以
上
４
）

▼
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

坂
井
綾
奈
▽
佐
々
木
彩
乃
▽
平
井
未

菜
▽
林 

哲
也
（
以
上
２
）

▼
短
大 

家
政
科　

前 
亜
珠
沙
▽

門
脇
志
穂
（
以
上
２
）

▼
同　

幼
児
保
育
学
科　

井 
由
香

▽
島
原
千
明
▽
谷 

弥
生（
以
上
２
）

▼
同　

国
際
文
化
学
科　

城
野
菜
摘

▽
田
中
梨
沙
▽
平
木
裕
美
子
（
以
上

２
）



(5)　2008年(平成20年)12月15日 GLOBAL　MIND(学報) 第46号

ヘッドラインニュース
2008年（平成20年）
４／13	 滝井高	 �大阪府立青少年自然の家（貝塚市）で新入生一泊研修（14）
４／17	 大学・短大	 �国際交流センター夏期海外研修募集説明会
４／19	 大和田中･高	ブラスバンド部定期演奏会・スプリングコンサート
４／22	 学園・大学	 �名誉教授称号記授与式～西口義展氏、石部雅亮氏、谷口

正子氏に大阪国際大学名誉教授称号記を授与
４／23	 滝井高	 授業「小笠原流礼法」始まる
４／26	 滝井高･大和田中･高	 �両校出演の「守口市民音楽コンサート ハローフェスティ

バル」をコミュニティチャンネルで放送（～５／２）
４／29	 大学<枚方>	 �春の叙勲、西田俊夫　元学長・名誉教授が瑞宝中綬章、

平島邑一　元入試広報室次長他が瑞宝小綬章を受章
５／１	 大学・短大	 �在学生保護者向けメール配信サービスがスタート。平成

20年度新入生の保護者対象
５／１	 大学<守口>	 �フォト＆イラストレーター　福間美保さん（心理コミ’08

卒）の個展『You.』開催（～６／６）
５／２	 大和田高	 ２年生　2008年春校外学習（in京都）
５／２	 大和田高	 １年生、奈良へ校外学習
５／２	 大和田中	 １・２年生遠足、滋賀県立・琵琶湖博物館へ
５／２	 大和田中	 ３年生、私のしごと館へ
５／３	 大学<枚方>	 �奥村文男教授（法律政策）、FM-HANAKO（82.4MHz）『も

りかど探偵団』「憲法記念日企画　憲法と幣原喜重郎」テー
マで出演

５／11	 大学・短大	 大阪城で恒例の留学生と日本人学生交流レクレーション
５／16	 大学<守口>	 地域住民「健康教室」実施（～12／３）
５／16	 幼稚園	 避難訓練を実施
５／20	 大学・短大	 �新たに客員教授に就任の朝日放送アナウンサー・堀江政

生氏が来学。情報番組「ムーブ！」司会者
５／22	 大学<枚方>	 �｢自己PR」創出説明会　学生50人参加
５／24	 大学・短大	 �ダンス部主催　ダンスフェスティバルの模様をケーブル

テレビで放送（～30）
５／31	 滝井高	 � 『ちちんぷいぷい　学校に行こッ！』放送２年記念の総集

編で、本校の過去の映像も放送
５／31	 大和田中･高	体育祭開催
６／	 大学・短大	 �OIU・フォトコンテストを青野明子准教授ゼミ（心理コ

ミ）４年次生有志が企画！
６／	 大学<枚方>	 文化会にE.S.S.が復部
６／	 大学<守口>	 � 『OSAKAモノレールプレス』６月号「一般利用もOK！地

元大学の施設」に食堂棟が掲載
６／１	 大学<枚方>	 �情報デザイン学科　京都劇場でフレッシュマンキャンプ
６／１	 大和田中	 �J:COM（コミュニティ）チャンネルのCMに、バレーボー

ル部が出演（～30）
６／４	 大学<枚方>	 �本学教員が編纂・執筆した『大学　学びのことはじめ』、

紀伊國屋書店BookWeb大学、高等・専門教育のカテゴ
リー売れ筋ランキング第１位！

６／４	 大学<枚方>	 �奥村文男ゼミ・安保克也ゼミ（法政経）２年次生合同企
画　京都府議会議員　安田　守氏を招き学術講演会

６／４～	幼稚園	 大和田KTVで水泳指導スタート（～2009年３月）
６／７	 滝井高	 �FM-HANAKO（82.4MHz）『おはようハナコです』「お

はようさん」コーナーに中田碩也校長が出演
６／７	 滝井高	 �講演会「小笠原流礼法の内容と魅力」
６／８	 大学<枚方>	 軟式野球部、FMひらかたの番組に出演
６／10	 大学<枚方>	 �和泉　修　客員教授による第２回特別講義を実施、テー

マ「SCRAP AND BUILD ～21世紀における吉本興業の
組織ネットワークの考察～」

６／14	 大学<守口>	 �人間健康科学科「日本赤十字社救急法救急員」養成講習
（15、21）

６／14	 大学<守口>	 �佐々木弘志教授（スポーツ）が、FM-HANAKO（82.4MHz）
『もりかど探偵団』「メタボリックにならないための運動を
実践」テーマで出演

６／14	 幼稚園	 音楽発表会
６／15	 滝井高	 撫子会創立75周年記念祝賀会
６／15	 滝井高	 �雑誌『税と繁栄』に「ふるさと人物紀行　すてきな人た

ち～大阪国際滝井高等学校バレーボール部～」掲載
６／16	 大和田中	 �バレーボール部が北河内ケーブルネット（11チャンネル）

「元気の源」とCMに出演
６／19	 大和田高	 塾対象入試説明会
６／21	 滝井高	 北海道修学旅行だよりをホームページに掲載
６／25	 大学・短大	 �中国・四川大地震被災者に対する救援募金、４１３，１９０円と

千羽鶴、在大阪中国総領事館へ
６／25	 大学<枚方>	 �キャンパスライフクリエイター（CLC）主催のAED・応

急処置講習会開催
６／25	 大和田中	 �バレーボール部、ケーブルテレビキャンペーンCM「輝

け！地域のアスリート」J:COMホームページでも掲載中
７／	 大学<守口>	 � 『ぱど』京阪南・大阪市北東版７月号で心理コミの３人が

「門真市で探した面白い人」レポート！
７／	 大学<守口>	 �井上芳光教授（スポーツ）のサーモスとの共同実験記事、

共同通信配信により全国各紙に掲載
７／１	 大学<枚方>	 和泉　修　客員教授による第３回特別講義
７／１	 滝井高	 �全国高校総体出場のバレー部が守口市表敬訪問
７／５	 大学<枚方>	 �コミュニティ・カレッジ『日本を取り巻く国際情勢につ

いて』主催　学園都市ひらかた推進協議会（12、19）
７／５	 滝井高	 �U. K. が学校にやってくる！校内でMBSラジオ「U. K. 

ビートChat」４週連続公開録音！（12、19、26）
７／７	 大学・短大	 �全日本インカレ、西日本インカレ出場の女子ソフトボー

ル部が守口市表敬訪問
７／９	 大学・短大	 �入試・広報部　受験生向けコンテンツ　在学生から応援

メッセージ！動画サイト完成
７／９	 大学・短大	 �夏期海外研修参加者・保護者対象　危機管理オリエン

テーション
７／９	 大学<守口>	 �杉原和雄教授（国際コミ）、読売新聞「滝谷古墳群から銅

碗」でコメント
７／10～	大和田高	 �修学旅行　北海道コース、シンガポール・マレーシアコー

ス（～７／14）ニュージーランドコース（～７／17）
７／10	 大和田中	 １・２年生大山で林間学舎（～12）
７／11	 大学・短大	 �全国大会出場の女子ソフトボール部、FM-HANAKO 

82.4MHz『プロムナード82. ４』に生出演
７／12	 短大	 �第４回食育イベント、ケーブルテレビで放送（～18）
７／13	 大学<守口>	 �小瀬木えりの准教授（国際コミ）の「フィリピンの伝統

工芸を和装用の製品に生かす」取組み、朝日新聞紹介
７／15	 大学・短大	 �全国大会出場の軟式野球部、FM-HANAKO『とびだせ!!

これが青春だ!!』に出演
７／17	 大学<守口>	 �井上芳光教授（スポーツ）、『朝日小学生新聞』に熱中症

に関するコメント掲載
７／18	 大和田高	 京都大学研究室訪問
７／22	 大和田中	 ESSが英語で調理実習
７／23	 大学・短大	 �教職員研修会『DVの実態及び防止・対応について』（７

／23　 守口キャンパス、10／22  枚方キャンパス）
７／23	 大和田高	 ３年生球技大会
７／25	 大学<枚方>	 �田中　優　講師（法律政策）担当の「自治体公共政策」

でトークセッション
７／26	 大和田中･高	 �ブラスバンド部「ふれあい大和田まつり」に出演
７／26	 大学<守口>	 �FM-HANAKO 82.4MHz『もりかど探偵団』の「開幕ま

で２週間を切りました。北京オリンピックについて」に
中国出身の留学生別科生　李　念さんと陳 黙さんが出演

７／30	 大学・短大	 クックドン情報大学（韓国）から教職員19人ら来学
８／１	 大学・短大	 テレビCM、オンエア（～10）
８／１	 大和田高	 １年理数コース学習合宿（～３）
８／２	 大学<守口>	 �井上芳光教授（スポーツ）、日本テレビ『世界一受けたい

授業』に出演！日本テレビ
８／４	 大学<守口>	 �松田司郎名誉教授の新刊『イーハトーブふしぎなことば』

発刊記念イーハトーブ写真ミニギャラリー開催（～31）
８／６	 大和田高	 高１学年　大学訪問in東京（７）
８／11	 大学<枚方>	 � 『大学　学びのことはじめ　初年度セミナーワークブッ

ク』１１０冊を大学へ寄贈
８／17	 大学<守口>	 �ヘッドスピンギネス記録保持者　大野愛地さん（国際コ

ミ２、ダンス部）『24時間テレビ』他、B'zライブなど各
地イベントで活躍（～31）

８／18	 大学<守口>	 �NHK『生活ほっとモーニング』に井上芳光教授（スポー
ツ）、生出演

８／19	 大和田高	 ３年学習合宿（～22）
８／19	 大和田中	 ３年学習合宿（～21）
８／20	 大学・短大	 �守口の教育充実・発展を図るため、守口市教育委員会と

協定を締結
８／20	 大和田高	 ２年学習合宿（～22）
８／20	 大和田高	 英数コース・一貫コース１年学習合宿（～22）
８／26	 大学<枚方>	 �大阪高等検察庁を安保克也准教授ゼミが見学。様子が大

阪高等検察庁ホームページに掲載
８／27	 大和田中	 １年英語セミナー（28）
８／29	 大和田中･高	芸術鑑賞会でアカペラLIVE
９／１	 大学<守口>	 �｢守口市・東洋町　子ども交流会」で世戸ゼミ（スポーツ）

有志が指導協力（～22）
９／９	 滝井高	 �地元・馬場２ぴよぴよクラブの定例会で、カール　アー

ビドソン講師が英会話教室
９／12～	大和田中･高	芸術鑑賞
９／14	 滝井高	 �吹奏楽部、老人福祉施設メルヴェイユ吹田・フェリーチェ

吹田で慰問演奏
９／15	 大学･短大･学園	 �奥田吾朗理事長・学長がKBSラジオ（AM1143）『和泉修

のワッツ・フレンズ！』に出演
９／24	 大和田高	 コーラス大会
９／29	 大学<守口>	 �徳原康彦教授と久保田豊司教授（スポーツ）、産経新聞論

説「明日に書く」に登場
９／30	 大和田高	 モンゴルから少年相撲使節団が来校
10／	 大学・短大	 � 『教育現場でのデータベース活用事例2008年度版』で図書

館紹介
10／４	 大学・短大	 �FM HANAKO 82.4MHz『もりかど探偵団』で、陸上競

技部員とレポーターが競歩対決、小倉幸雄監督（幼児保
育）が競歩について指導

10／４	 滝井高	 �生徒指導講演会　「言葉の暴力について考える」
10／11	 大和田中	 体験学習会（６年生対象）
10／14	 大学・短大	 �陸上競技部　小倉幸雄監督（幼児保育）、朝日放送『ごき

げん!ブランニュ』でメッセンジャーあいはらさんに走り
幅跳びを指導

10／14	 滝井高	 �馬場２町会の老人クラブ・馬場２ぴよぴよクラブの行事
に協力

　

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
春
季

関
西
学
生
１
部
リ
ー
グ
戦
に
お
い
て

全
勝
優
勝
（
２
季
連
続
７
回
目
）
を

勝
ち
取
り
、
関
西
代
表
と
し
て
文
部

科
学
大
臣
杯
第
43
回
全
日
本
大
学
女

子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
（
８

月
29
日
～
９
月
１
日
・
宮
城
県)

の

出
場
権
（
17
回
目
）
を
獲
得
し
た
。

　

全
日
本
大
会
で
は
、
準
決
勝
で
日
本

女
子
体
育
大
学
を
相
手
に
、
１
点
先
取

で
迎
え
た
最
終
回
、ノ
ー
ア
ウ
ト
２
、３

塁
の
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
る
な
ど
強
豪

相
手
に
接
戦
を
勝
ち
抜
き
、
決
勝
進
出

を
果
た
し
た
が
、
９
月
１
日
に
行
わ
れ

た
決
勝
で
東
北
福
祉
大
学
に
１

−

３
で

惜
し
く
も
敗
れ
、
準
優
勝
と
な
っ
た
。

　

昨
年
も
準
優
勝
で
、
頂
点
ま
で
あ

と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
悔
し
い
思
い
を

し
て
い
る
だ
け
に
、
メ
ン
バ
ー
た
ち

の
優
勝
に
賭
け
る
思
い
が
か
な
わ
ず

残
念
だ
が
、
全
国
準
優
勝
は
堂
々
た

る
結
果
で
あ
る
。

　

10
月
10
日
に
は
、
西
口 

勇
守
口

市
長
を
表
敬
訪
問
し
結
果
を
報
告
、

市
長
か
ら
報
奨
の
銀
メ
ダ
ル
を
授
与

さ
れ
た
。

　

９
月
か
ら
１
部
総
当
た
り
で
行
わ

れ
た
１
次
リ
ー
グ
で
は
調
子
が
振
る

わ
ず
、
４
勝
３
敗
と
４
位
に
終
わ
っ

た
も
の
の
、
１
次
リ
ー
グ
の
上
位
４

チ
ー
ム
に
よ
り
争
わ
れ
た
上
位
リ
ー

グ
で
は
３
連
勝
し
、通
算
７
勝
３
敗
、

得
セ
ッ
ト
率
で
８
チ
ー
ム
中
１
位
と

な
り
逆
転
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

本
学
の
関
西
学
生
リ
ー
グ
で
の
優

勝
は
、
平
成
１５
年
度
秋
季
リ
ー
グ
以

来
５
年
ぶ
り
通
算
７
回
目
と
な
る
。

　
「
全
員
バ
レ
ー
」
を
目
標
に
掲
げ
、

日
々
厳
し
い
練
習
を
続
け
て
き
た
女

子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
、
今
回
の
優

勝
で
の
大
き
な
自
信
を
胸
に
、
１２

月
に
東
京
で
開
か
れ
る
全
日
本
イ
ン

カ
レ
で
の
更
な
る
飛
躍
を
誓
っ
て
い

る
。

　

10
月
26
日
、
関

西
秋
季
リ
ー
グ
で

３
勝
２
敗
で
３
位

と
な
り
、
関
西
代

表
３
校
の
中
に
入

り
、
第
17
回
全
日

本
大
学
女
子
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会

の
出
場
権
を
獲
得

し
た
。

　

女
子
サ
ッ
カ
ー

部
は
、

＇03
年
に

サ
ー
ク
ル
と
し
て
誕
生
。

＇05
年
秋
に

部
に
昇
格
し
た
ま
だ
新
し
い
ク
ラ
ブ

だ
が
、

＇06
年
秋
季
・

＇07
年
春
季
と
２

大
会
連
続
無
失
点
で
優
勝
を
果
た
し

て
、
ま
た
た
く
間
に
１
部
に
昇
格
。

今
秋
１
部
３
位
と
な
り
、
目
標
と
し

て
い
た
イ
ン
カ
レ
出
場
を
現
実
の
も

の
と
し
た
。

　

大
会
は
、
来
年
１
月
４
日
か
ら
１

次
ラ
ウ
ン
ド
が
兵
庫
県
三
木
市
で
行

わ
れ
、
９
日
か
ら
の
準
決
勝
以
降
は

東
京
で
開
催
さ
れ
る
。

全日本大学

女子ソフト
部

２
年
連
続
で
準
優
勝

関
西
代
表 

強
豪
相
手
に
接
戦
勝
ち
抜
き

大学 · 短
大

女子バレ
ー

関
西(

秋季)

リ
ー
グ
で
Ｖ

５
年
ぶ
り 

通
算
７
回
目
の
快
挙

女子サッカー部は

来年､インカレ初出場

頂点まであと一歩。２年連続の準優勝に笑顔の女子ソフトボール部員
たち

ク
ラ
ブ
活
動

 

別
途
記
事
掲

（
載
は
省
略
。
︶

 

敬
称
略

大
学
・
短
大

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

・�

５
／
４　

関
西
学
生
女
子
リ
ー
グ
（
１

部
）
優
勝
、
森
田
由
衣
子
（
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
１
）
最
優
秀
投
手
賞　

大
村
英
利
佳

（
ス
ポ
ー
ツ
２
）
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞 

岡

本
由
香
（
同
４
）
ベ
ス
ト
プ
レ
ー
賞

・�

８
／
８　

西
日
本
大
学
選
手
権
大
会	

２
回
戦
敗
退

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・�

５
／
25　

関
西
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦
（
１

部
）　

２
位

・�

８
／
20　

関
西
イ
ン
カ
レ　

優
勝

・�

12
／
21　

大
阪
府
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟
韓
国
遠
征
選
抜
チ
ー
ム
に
選
出　

上
倉
優
紀
▽
木
村
沙
織
▽
木
村
真
麻
（
以

上
ス
ポ
ー
ツ
３
）
安
井
彩
乃
▽
津
田
恵

理
子
（
以
上
同
２
）
齋
木
美
穂
（
心
理

コ
ミ
１
）

陸
上
競
技
部

・�

６
／
26　

日
本
選
手
権
兼
第
29
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
（
北
京
）
代
表
選
手
選
考
競

技
会　

女
子
４
０
０
ｍ
Ｈ　

渡
邊
真
理

子
（
ス
ポ
ー
ツ
４
）
出
場

・�

９
／
６
、７　

近
畿
選
手
権 

リ
レ
ー

（
国
際
大
Ａ
Ｃ
）
優
勝
（
大
会
新
）

・�

９
／
12　

天
皇
賜
杯
第
77
回
日
本
学
生

対
校
選
手
権
（
日
本
イ
ン
カ
レ
）
に
７

種
目
15
人
が
出
場
（
～
14
）

・�

10
／
12 

群
馬
リ
レ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
・

日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ
最
終
戦

４
０
０
ｍ
Ｈ 

渡
邊
真
理
子
（
ス
ポ
ー

ツ
４
） 

４
位

・�

10
／
25
、
26 

日
本
選
手
権
リ
レ
ー

競
技
大
会 

４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ
初
出
場

▽
４
×
１
０
０
ｍ
Ｒ 

国
際
大
Ａ
Ｃ	

準
決
勝
進
出

・�

11
／
３ 

レ
デ
ィ
ー
ス
大
会 

４
０
０

ｍ
Ｈ 

渡
邊
真
理
子
（
ス
ポ
ー
ツ
４
）

優
勝
（
自
己
ベ
ス
ト
記
録
更
新
）
▽
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
リ
レ
ー 

同 

２
位
▽
４

×
１
０
０
ｍ
Ｒ 

国
際
大
Ａ
Ｃ 

優
勝

軟
式
野
球
部

　

創
部
３
年
目
と
い
う
大
和
田
高
校

の
サ
ッ
カ
ー
部
は
、
部
員
が
自
分
た

ち
で
練
習
内
容
や
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
を
決
め
、
自

主
的
に
活
動
す
る
自
由
さ
あ
ふ
れ

る
雰
囲
気
の
ク
ラ
ブ
で
す
。「
部
員

・�

５
／
15　

西
都
大
学
連
盟
１
部
リ
ー

グ 

優
勝

・�

８
／
５ 

全
日
本
大
学
軟
式
野
球
選
手

権
出
場 

２
回
戦
敗
退

女
子
ラ
ク
ロ
ス
部

・�

６
／
22　

春
の
リ
ー
グ
戦
プ
ラ
イ
ド
（
１

部
）
準
優
勝

滝
井
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・
７
／
22　

近
畿
高
校
バ
レ
ー　

２
位

・�

８
／
５　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト　

３
回
戦
敗
退

・�

９
／
14　

卜
部
里
菜
（
３
）、全
日
本
ジ
ュ

ニ
ア
に
選
抜
、
ア
ジ
ア
ジ
ュ
ニ
ア
女
子

選
手
権
優
勝
（
～
29
）

・
９
／
15　

大
阪
私
学
大
会　

準
優
勝

・�

９
／
23　

全
国
私
学
大
会
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
会
ゾ
ー
ン
優
勝

・�

10
／
３　

黒
木
麻
衣
選
手
（
１
）、
全
日

本
ユ
ー
ス
に
選
抜
、
ア
ジ
ア
ユ
ー
ス
女

子
選
手
権
優
勝
（
～
19
）

・�

10
／
７　

国
体　

少
年
女
子　

大
阪
（
選

抜
）
ベ
ス
ト
４　

才
﨑
哲
次
監
督
、
卜

部
里
菜
▽
岩
﨑
沙
也
加
▽
伊
東
弓
貴
▽

内
藤
み
な
み
▽
中
道
真
智
子
（
以
上
３
）

▽
堀
口
夏
実
（
２
）

大
和
田
高
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・�

４
／
13　

大
阪
高
校
春
季
大
会
団
体

リ
ー
グ
優
勝 

個
人
戦
優
勝 

澤
田
健

士
郎
・
田
井
健
斗
（
以
上
３
）

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・�

４
／
13　

大
阪
高
校
春
季
大
会
団
体

リ
ー
グ
優
勝 

個
人
戦
３
位 

竹
添
彩

音
・
牧
野
千
紗
（
以
上
３
）

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

・�

８
／
２　

第
47
回
大
阪
府
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
北
地
区
大
会　

銀
賞

美
術
部

・�

８　

大
阪
私
学
展 

優
秀
賞 

八
尾
友

揮
▽
山
北
千
夏
（
以
上
３
）
▽
西
澤
阿

以
▽
安
保
陽
佳
▽
奨
励
賞 

西
澤
阿
以

（
以
上
２
）
▽
植
田
幸
代
（
１
）

・�

第
６
回
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
デ
ザ
イ
ン
大

賞 

入
選 

伊
東
美
由
起
▽
重
松
未
紗

▽
菅
原
潤
子
（
以
上
１
）

大
和
田
中
学

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・
４
／
26　

北
河
内
春
季
大
会　

優
勝

・�

７
／
28　

大
阪
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
大
会　

ベ
ス
ト
８

・�

９
／
15　

大
阪
私
立
中
学
校
総
合
体
育

大
会 

ベ
ス
ト
４

・
９
／
20　

北
河
内
秋
季
大
会　

優
勝

・�

10
／
11　

大
阪
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　

優
勝

美
術
部

・�

８　

大
阪
私
学
展 

優
秀
賞 

北
野
真

穂
▽
奨
励
賞 

綿
谷
奈
津
美
（
以
上
３
）

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

・�

８
／
26 

守
口
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
新
人
練

習
大
会 

打
田
一
勝
・
川
口 

翔 

優
勝

▽
東 

拓
哉
・
藤
田 

翼 

準
優
勝(

以

上
２)

大
和
田
高 

サ
ッ
カ
ー
部

自由な雰囲気のなかプレーを楽しむ部員たち
（枚方キャンパスグラウンド）

同
士
の
仲
も
と
て
も
よ
く
、
上
下
関

係
の
厳
し
さ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で

す
。
そ
の
点
が
逆
に
弱
点
と
な
っ
て

い
る
面
も
あ
り
ま
す
が
…
」
と
は
顧

問
の
瀧
川
幸
紀
教
諭
の
言
葉
。
３
代

目
キ
ャ
プ
テ
ン
で
あ
る
瀬
戸
悠
輔
さ

ん
（
２
年
生
）
と
副
キ
ャ
プ
テ
ン

の
津
灘
航
平
さ
ん
（
同
）
は
、「
練

習
に
ち
ゃ
ん
と
き
て
い
る
部
員
に
、

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
配
慮
は
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
い
く
ら
う
ま

く
て
も
一
人
で
は
勝
て
な
い
チ
ー
ム

プ
レ
イ
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
何
が

起
こ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
の
が
サ
ッ

カ
ー
の
お
も
し
ろ
さ
。
実
力
が
下
の

選
手
で
も
試
合
に
出
れ
ば
、
思
わ
ぬ

活
躍
を
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

　

昨
年
は
、
強
豪
校

に
予
想
も
し
な
か
っ

た
勝
利
を
納
め
た

り
、
０

−

２
で
負
け

て
い
た
試
合
で
後
半

ラ
ス
ト
15
分
に
ミ
ド

ル
シ
ュ
ー
ト
が
２
本

決
ま
り
Ｐ
Ｋ
戦
で
逆

転
勝
ち
す
る
な
ど
、

ま
さ
に
サ
ッ
カ
ー
の

醍
醐
味
を
味
わ
っ
た

年
で
し
た
。

　

今
の
目
標
は
、「
来

年
１
月
に
あ
る
新
人

戦
で
３
回
戦
を
突
破

し
、先
輩
た
ち
を
超
え
る
こ
と
で
す
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

活
動
日　

月
～
土　

放
課
後
。

日
・
祝
日 

練
習
試
合
な
ど
（
オ
フ

あ
り
）。ク

ラ
ブ
活
動訪 

問

新人戦で３回戦突破だ
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平成21年度  入試日程
大
阪
国
際
大
学
大
学
院

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

修
士

課
程 二次

経 営 情 報 学 研 究 科
１月28日(水)〜２月４日(水) ２月14日(土)

総 合 社 会 科 学 研 究 科

博士（後期）課程
経営情報学研究科のみ １月28日(水)〜２月４日(水) ２月14日(土)

大
阪
国
際
大
学

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

一 般 Ａ 日 程

１月６日(火)〜１月19日(月)

１月24日(土)･25日(日)

内 部 推 薦 Ⅱ

１月25日(日)指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 )

Ａ Ｏ 選 考 ４ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅰ 期 １月６日(火)〜２月２日(月) −

留 学 生 Ⅱ 期
留学生(特別指定校推薦Ⅱ期現代社会学部） １月７日(水)〜１月14日(水) １月24日(土)

留 学 生 Ⅲ 期
留学生(特別指定校推薦Ⅲ期現代社会学部） ２月２日(月)〜２月９日(月) ２月19日(木)

一 般 Ｂ 日 程

２月２日(月)〜２月13日(金)
２月19日(木)

Ａ Ｏ 選 考 ５ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅱ 期 −

一 般 Ｃ 日 程

３月２日(月)〜３月９日(月)
３月14日(土)

内 部 推 薦 Ⅲ

指 定 校 推 薦 ( 特 別 指 定 校 )

Ａ Ｏ 選 考 ６ 期

セ ン タ ー 利 用 Ⅲ 期 −

大
阪
国
際
大
学
短
期
大
学
部

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

一 般 Ａ 日 程

１月６日(火)〜１月19日(月)

１月24日(土)·25日(日)

内 部 推 薦 Ⅱ
１月25日(日)

Ａ Ｏ 選 考 ４ 期

セ ン タ ー 利 用 １月６日(火)〜２月２日(月) −

一 般 Ｂ 日 程
２月２日(月)〜２月13日(金) ２月19日(木)

Ａ Ｏ 選 考 ５ 期

一 般 Ｃ 日 程

３月２日(月)〜３月９日(月) ３月14日(土)内 部 推 薦 Ⅲ

Ａ Ｏ 選 考 ６ 期

大
阪
国
際
大
学 

編
入
学

選考種別（略称） 出願期間（締切日消印有効） 選考日

内 部 編 入 Ⅱ 期 １月６日(火)〜１月19日(月) １月25日(日)

留 学 生 Ⅱ 期 １月７日(水)〜１月14日(水) １月24日(土)

留 学 生 Ⅲ 期 ２月２日(月)〜２月９日(月) ２月19日(木)

内 部 編 入 Ⅲ 期

２月２日(月)〜２月13日(金) ２月19日(木)
指 定 校 編 入 Ⅲ 期

一 般 編 入 Ⅱ 期

社 会 人 編 入 Ⅱ 期

出願期間 選考日 合格発表日 入学手続日

大阪国際
滝井高等学校

普通科

体育・吹奏楽コース
標 準 コ ー ス
幼児保育進学コース
看護進学コース
特 進 コ ー ス

１月21日(水)〜
１月31日(土)

２月10日
(火)
２月１1日
(水･祝)

２月12日
(木)

２月19日
(木)

国　際　科

大阪国際
大和田高等学校 普通科 理数コース・

　英数コース
１月19日(月)〜
２月２日(月)

２月10日(火)
２月11日(水･祝)

２月13日
(金)

２月19日
(木)

大阪国際
大和田中学校

一次
平成20年12月17日(水)〜

12月25日(木)
１月８日(木)〜１月15日(木)

１月17日
(土)

１月18日
(日)

１月20日
(火)

二次
Ａ

平成20年12月17日(水)〜
12月25日(木)

１月８日(木)〜１月17日(土)
１月18日
(日)

１月19日
(月)

１月21日
(水)

Ｂ １月８日(木)〜１月24日(土) １月24日(土)
１月25日
(日)

１月27日
(火)

高
校
・
中
学
校

　

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
お
り
、
受

験
生
減
少
の
時
代
を
迎
え
社
会
の
要

請
や
新
し
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
多
く
の
大
学
が
学
部
・
学
科
の

新
設
・
再
編
、
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
等

の
対
策
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
平
成
２１

年
度
入
試
も
苦
戦
が
予
想
さ
れ
る

が
、
今
年
実
施
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
両
キ
ャ
ン
パ
ス
合
わ
せ

て
３
，１
０
０
人
も
の
高
校
生
が
本

学
に
足
を
運
ん
で
く
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
当
初

◇ 

大
学
・
短
大 

◇

　

大
学
・
短
大
で
は
、
枚
方
・
守
口

両
キ
ャ
ン
パ
ス
で
３
月
23
日
に
春
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
催
さ
れ

た
の
を
は
じ
め
、
枚
方
で
５
回
、
守

口
で
は
８
回
開
催
さ
れ
た
。
総
入
場

者
数
は
、
３
１
４
１
人
。

　

枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
ゲ
ー
ム

業
界
の
カ
リ
ス
マ
・
時
田
貴
司
氏
に

よ
る
特
別
講
演
会
や
和
泉 

修
客
員

教
授
、
吉
本
興
業
タ
レ
ン
ト
の
ロ
ザ

ン
と
ス
マ
イ
ル
に
よ
る
受
験
生
応
援

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
を
開
催
。
守
口
キ
ャ

ン
パ
ス
で
も
、
映
画
「
フ
ラ
イ
ン
グ

☆
ラ
ビ
ッ
ツ
」
試
写
会
と
堀
江
政
生

客
員
教
授
（
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
情
報

番
組
「
ム
ー
ブ
！
」
の
メ
イ
ン
キ
ャ

ス
タ
ー
）
に
よ
る
講
演
会
や
朝
日
放

送 

喜
多
ゆ
か
り
・
小
寺
右
子
両
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
夢
を
か
な
え
る
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
な
ど
、
例

年
に
も
増
し
て
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
を
迎
え
、
会
場

目
標
の
活
動
計
画
を
完
遂
し
入
試

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
て
お
り
、
現
時
点

入
試
状
況
は
ま
ず
ま
ず
の
善
戦

新
学
部･

学
科
の
魅
力
ア
ピ
ー
ル

ス
タ
ー
ト
順
調　

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

　

受
験
生
減
少
の
時
代
を
迎
え
る

中
、
会
場
に
は
多
く
の
高
校
生
が
足

を
運
ん
で
く
れ
た

　

今
年
４
月
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
に
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
（
経
営
デ
ザ
イ
ン
学

科
、
経
済
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
）
と
現
代
社
会
学
部
（
情
報
デ
ザ
イ
ン
学

科
、
法
律
政
策
学
科
）
の
２
学
部
４
学
科
、
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
の
短
期
大

学
部
に
お
い
て
も
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総
合
学
科
（
栄
養
士
コ
ー
ス
、
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
、
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
、
観
光
・
英
語
コ
ー
ス
、

情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケｰ

シ
ョ
ン
コ
ー
ス
）
を
開
設
し
、
そ
れ
ぞ
れ
順
調
な
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
た
。

21年度入試の中間報告

試
写
会
、
模
擬
授
業
…
ク
イ
ズ

で
の
入
試
（
Ａ
Ｏ
入
学
選
考
・
指
定

校
推
薦
入
学
選
考
・
推
薦
入
学
選
考

Ⅰ
期
）
状
況
に
つ
い
て
は
、
決
し
て

楽
観
は
で
き
な
い
も
の
の
、
ま
ず
ま

ず
善
戦
し
て
い
る
か
と
考
え
る
。

　

い
よ
い
よ
１
月
以
降
、
平
成
２１
年

度
入
試
も
後
半
戦
を
迎
え
る
が
、
本

学
が
「
入
学
し
た
い
第
１
志
望
の
大

学
」
と
し
て
生
徒
な
ど
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
る
た
め
に
、
今
後
努
力
す

る
所
存
で
あ
る
。

（
大
学
・
短
大
入
試
・
広
報
部

　

課
長
代
理　

藤
井　

重
喜
）

㊤
教
職
員
に
よ
る
出
店
で
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

交
流
が
…
（
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
）
㊦
学
生
ス
タ

フ
ッ
と
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
お
出
迎

え
（
守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

催
し
多
彩
で
盛
況

㊤
滝
井
高
校
で
は
今
年
度
導
入
し
た
小
笠
原
流
礼
法
も
紹
介　

㊦
大
和
田
高
校
で
花
火
作
り
に
挑
戦
す

る
中
学
生
ら

◇ 

滝
井
高
校 

◇

　

滝
井
高
校
で
は
、
９
月
27
日
、
10

月
19
日
、
11
月
15
日
に
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
よ

り
ス
タ
ー
ト
し
た
小
笠
原
流
礼
法
を

紹
介
す
る
「
小
笠
原
流
礼
法
教
室
」

や
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
パ
ー
テ
ィ
」

な
ど
の
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
コ
ー

ス
・
ク
ラ
ブ
の
体
験
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
学
食

試
食
、
制
服
試
着
も
大
人
気
。
約

◇ 

大
和
田
中
学 

◇

　

大
和
田
中
学
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
は
、
７
月
19
日
に
開
催
。
81
組
の

保
護
者
と
児
童
が
参
加
し
、
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
の
生
演
奏
、
英
会
話
や
手

作
り
花
火
体
験
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

で
在
校
生
と
も
交
流
し
な
が
ら
和
気

あ
い
あ
い
と
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
10

月
11
日
に
は
、
入
試
に
向
け
て
、
算

数
・
国
語
の
学
習
会
を
行
う
「
体
験

学
習
会
」
が
行
わ
れ
、
84
人
が
参
加

し
た
。

◇ 

大
和
田
幼
稚
園 

◇

　

ま
た
、
大
和
田
幼
稚
園
で
は
、
９

月
19
日
、
入
園
希
望
者
に
対
し
て
入

園
説
明
会
が
開
か
れ
、
約
70
人
が
参

加
。
園
児
た
ち
の
日
常
や
行
事
の
様

子
を
撮
影
し
た
映
像
な
ど
で
、
幼
稚

園
生
活
を
説
明
し
た
。

本
校
生
徒
ら
も
一
緒
に
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
児
童

に
教
え
る
英
会
話
体
験

は
連
日
盛
り
上
が
っ
た
。

　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
や
入
試
対
策
説

明
会
、
在
学
生
に
よ
る
相
談
コ
ー

ナ
ー
や
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど

各
コ
ー
ナ
ー
に
高
校
生
た
ち
が
集

ま
り
、
楽
し
み
な
が
ら
本
学
の
雰

囲
気
を
体
験
。
学
部
・
学
科
紹
介

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
は
「
博
物
館
へ

行
こ
う
！
」「
看
板
で
中
国
旅
行
を

１
０
０
倍
楽
し
む
方
法
」、
人
間
科

学
部
各
学
科
が
「
苦
手
な
人
と
の
つ

き
あ
い
方 

対
人
関
係
の
心
理
学
」

「
ヘ
ル
シ
ー
デ
ザ
ー
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」「
あ
な
た
の
体
は
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
？
骨
密
度
・
筋
肉
量
測
定
」、
ビ

ジ
ネ
ス
学
部
で
は
、「
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
問
題
っ
て
何
？
～
30
分
で
わ
か
る

国
際
金
融
～
」、
現
代
社
会
学
部
情

報
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
「
企
業
に
お

け
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制
作
の
実
態
」

な
ど
、
盛
り
沢
山
の
模
擬
授
業
、
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。

　

短
大
で
は
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
総

合
学
科
が
「
飲
料
の
甘
さ
当
て
ク
イ

ズ
」
な
ど
、
幼
児
保
育
学
科
が
「
在

学
生
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
！
～
手
遊

び
・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
～
」
な

ど
、
親
し
み
や
す
い
内
容
で
ユ
ニ
ー

ク
な
学
科
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

３
５
０
人
の
中
学
生
が
来
場
し
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

◇ 

大
和
田
高
校 

◇

　

一
方
、
大
和
田
高
校
の
オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
は
、
９
月
20
日
に
開
催
さ

れ
た
。
来
場
者
は
２
４
０
人
。
ク
ラ

ブ
体
験
や
教
科
ご
と
の
入
試
対
策
講

座
、「
手
作
り
花
火
を
作
っ
て
み
よ

う
」「
ク
イ
ズ
“
中
学
生
の
質
問
（
社

会
編
）”」
な
ど
の
体
験
学
習
を
中
学

生
ら
は
楽
し
ん
だ
。

学
食
試
食
や
花
火
づ
く
り
も

ブ
ラ
バ
ン
部
演
奏

や
在
校
生
と
交
流

園
児
の
生
活
紹
介



　

求
人
倍
率
は
、
バ
ブ
ル
期
に
及
ば

な
い
も
の
の
求
人
総
数
は
、
調
査
開

始
以
来
最
高
水
準
が
更
新
さ
れ
、
従

業
員
１
０
０
０
人
以
上
企
業
の
求
人

倍
率
は
昨
年
と
同
水
準
の
０･

７７
倍

で
、
大
手
や
人
気
企
業
は
相
変
わ
ら

ず
の
難
関
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

従
業
員
１
０
０
０
人
未
満
企
業
の
求

研
修
先　

守
口
市
役
所

大
阪
国
際
大
学
法
政
経
学
部

３
年
次
生　

江
田　

博
紀

　

私
は
、
公
務

員
、
特
に
消
防

士
の
道
に
進
み

た
い
と
い
う
希

望
を
持
っ
て
い

た
の
で
、
守
口
市
役
所
防
災
課
で
の

２
週
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
ま
し
た
。
防
災
課
で
の
業
務
を

通
じ
、
公
務
員
の
方
々
の
姿
を
内
側

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
た
い
へ
ん

有
意
義
な
２
週
間
で
し
た
。

　

と
り
わ
け
印
象
に
残
っ
て
い
る
の

が
消
防
署
の
ご
好
意
に
よ
り
実
現
し

た
、
消
防
署
と
そ
の
設
備
、
訓
練
な

ど
の
見
学
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
以
上

に
緊
張
し
ま
し
た
が
、
憧
れ
の
職
業

研
修
先　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

｢

ひ
ら
か
た
地
域
通
貨
ひ
ら
り
の
会｣

大
阪
国
際
大
学
人
間
科
学
部

心
理
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

３
年
次
生　

杉
谷　

真
樹
子

　

今
回
、
私
は

「
ひ
ら
か
た
地

域
通
貨
ひ
ら
り

の
会
」
と
い
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
ま
し
た
。
活
動
の
内
容
は
様
々
で
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イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

体 

験 

で 

学 

ぶ

「
自
分
を
信
じ
る
」
大
切
さ

人
を
思
い
や
る
心
と
感
謝

を
実
際
に
目
で
見
て
、
手
に
触
れ
、

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
実
際
に
特
別
救
助
隊
の

訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
き
つ
い
と
感
じ
ま
し
た
が
、
そ

れ
以
上
に
、
人
命
を
守
る
た
め
に

身
体
と
精
神
を
鍛
え
る
姿
勢
に
感
動

し
、
私
自
身
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、

自
分
自
身
の
強
み
や
弱
み
を
明
確
に

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
中
で

も
一
番
の
成
果
は
「
自
分
を
信
用
す

る
」
こ
と
が
大
切
だ
と
学
べ
た
こ
と

で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
大
学
生
活
を

含
め
た
、
今
後
の
目
標
と
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

す
が
、
今
回
私
が
行
っ
た
活
動
は
主

に
脳
性
ま
ひ
の
方
の
日
記
の
文
章
入

力
、
障
害
児
の
送
迎
、
高
齢
者
の
話

し
相
手
、
庭
や
部
屋
の
掃
除
な
ど
の

家
事
手
伝
い
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、

脳
性
ま
ひ
の
方
の
思
い
、
障
害
児
を

持
つ
親
の
大
変
さ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
維
持
す
る
難
し
さ
な
ど
を
知

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

活
動
中
、
内
容
に
よ
っ
て
は
自
分

が
考
え
て
い
た
以
上
に
大
変
な
仕
事

も
あ
り
、
く
じ
け
そ
う
に
な
る
時
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
周
り
で
頑

張
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
姿
や

依
頼
者
の
方
の
笑
顔
を
見
る
と｢

自

分
も
も
っ
と
頑
張
ろ
う
！｣

と
い
う

気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
、
や
り
遂
げ
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
大
切
で
す
。
今
回
の

活
動
に
よ
り
、
人
を
思
い
や
る
心
、

感
謝
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え
る
事

の
大
切
さ
、
そ
し
て
、
学
校
の
勉
強

で
は
学
べ
な
い
事
を
学
び
、
貴
重
な

体
験
を
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

大
阪
国
際
大
学　

法
政
経
学
部
＇08
年
卒

大
阪
東
信
用
金
庫

 
 
 
 
 
 

常
山　

耕
平

大
阪
国
際
大
学

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
＇08
年
卒

浅
海
電
気
株
式
会
社　

社
長
室

 
 

井
上　

友
里

OB・OGレポート

自分を成長させる仕事実感
　私は信用金庫という金融機関に就職しましたが、働く前に考えていたイメージと

は違っていました。就職活動をしていた時、周りの人達に「銀行員は外回りばかり

で大変だ」と言われていましたが、今は外回りではなく融資係として働いています。

手形の処理や書類の作成など、事務的な仕事が主になっています。一応窓口ですが、

まだまだこなせる仕事が少ないので上司には頼りっぱなしです。

　しかし、お客様と接する機会も多く、いろいろ話ができるので、そういう点では

就職活動の時に一番大事にしていた「人と常に接して仕事をしていたい」という事

が、実現できているのではないかと思っています。

　仕事に必要な資格がたくさんあり、約２ヵ月に１回くらいのペースで試験があ

り、それに合わせて勉強しなければいけない事が苦労の一つです。

　ただ、帰宅時間は比較的早く、土日・祝日は休みなので休日の予定は立てやすい

と思います。

　まだまだ勉強しなければいけない事が山ほどあり、毎日が大変ですが、自分を成

長させ続けてくれる仕事であると実感しています。今後も、金融機関という業種に

就けた事を誇りに思えるよう、頑張っていきたいと思っています。

仕事に優先順位つけて前進
　入社前は、人間関係、様々な年代の人との組織とチームワーク、経済的自立など、

学生生活とは全く違う環境での生活に不安を感じていましたが、入社して半年が経

ち、少しずつですが社会人としての生活にも慣れてきました。初めは総務部で研修

をしたのですが、一つ一つの仕事をとても丁寧に教えてもらう事ができ、安心して

仕事に取り組むことが出来ました。

　研修後は、秘書業務の引継ぎをしましたが、ここではとても厳しく、この先自分

がこの仕事をこなしていけるのか、とても不安になりました。引継ぎ後も分からな

い事ばかりで失敗ばかりしていましたが、まわりの社員の皆さんにサポートされ、

何度も助けられました。

　入社して半年経った今、自分が何をすべきか、優先順位をつけて仕事を進められ

るようになりました。今は秘書業務だけでなく、手の空いた時には総務部の仕事も

手伝っています。まだ慣れない事も多くありますが、少しずつ仕事の幅を広げ、今

度は私が皆さんのサポート役になれるよう努力しています。

　

大
学
・
短
大
で
、
今
年
度
も
９
月

に
保
護
者
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。

就
職
説
明
会
、
学
科
別
教
育
懇
談
会

や
個
別
相
談
で
、
保
護
者
に
は
大
学

で
の
学
生
た
ち
の
様
子
や
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
大

学
側
も
保
護
者
か
ら
の
意
見
・
要
望

を
聞
く
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

守
口
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
９
月
14

日
に
行
わ
れ
、
大
学
人
間
科
学
部
・

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部

は
、
２
部
構
成
で
、
第
１
部
の
就
職

大
学･

短
大
と
も
に
内
定
は
向
上

　

平
成
２０
年
４
月
、
卒
業

学
年(

大
学
４
年
次
生
・

短
大
２
年
次
生)
を
迎
え

た
学
生
は
、
毎
日
、
就
職

活
動
に
取
り
組
む
姿
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
点
で
の
就
職
環
境
は
、

就
職
希
望
者
学
生
数
、
４４

20年度

就職総括

･

３
万
人
に
対
し
て
、
全

国
民
間
企
業
の
求
人
総
数

は
、
昨
年
よ
り
１
・
５
万

人
増
加
の
９４･

８
万
人
と

な
り
、
求
人
倍
率
は
２･

１４
倍
（
リ
ク
ル
ー
ト
ワ
ー

ク
ス
研
究
所
）
と
な
り
ま

し
た
。

熱気に包まれる本学主催企業説明会。学生と企業のマッチングを目的とし、年４回行った

景
気
後
退

金
融
不
安

秋
採
用
、
減
少
ぎ
み
に

人
倍
率
は
７･

１５
倍
と
売
り
手
市
場

の
様
相
を
一
段
と
強
め
て
い
ま
し

た
。

　

た
だ
、
５
月
下
旬
頃
か
ら
景
気
の

減
速
傾
向
が
見
ら
れ
、
新
卒
の
求
人

情
報
件
数
も
昨
年
度
と
は
違
い
、
伸

び
悩
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加

え
て
９
月
以
降
、
世
界
中
を
巻
き
込

ん
で
い
る
金
融
不
安
が
大
き
く
影
響

し
、
従
前
、
実
施
し
て
い
た
秋
採
用

も
減
少
し
て
い
ま
す
。

学
生
・
企
業
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
へ

進
路
、
就
職
支
援
を
重
視

キャリア
センター

　

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
、

卒
業
前
年
次
の
平
成
１９
年
１０
月
か

ら
全
体
指
導
、
グ
ル
ー
プ
指
導
、
そ

し
て
個
別
指
導
と
就
職
活
動
サ
ポ
ー

ト
行
事
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
個
別
指
導
で
は
学
生
と
の
面
談
を

重
視
し
て
実
施
し
た
結
果
、
今
ま
で

以
上
に
学
生
と
信
頼
関
係
を
築
け
、

就
職
内
定
状
況
も
向
上
し
て
い
ま

す
（
平
成
２０
年
９
月
末
現
在
の
就

職
率
は
大
学
34･

９
％
、
短
大
27･

３
％
）。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
、
学
生
と
企

業
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的
と
し
た
大

学
主
催
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
４
回
（
平
成

２０
年
２
月
・
７
月
・
９
月
・
１０
月
）

開
催
し
、
９
月
末
現
在
の
内
定
者
の

う
ち
、
約
２０
％
が
参
加
企
業
か
ら
内

定
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
夏
休
み
に
は
、
自
分
の
進
路

に
つ
い
て
迷
い
、
就
職
活
動
を
躊
躇

し
て
い
た
学
生
に
対
し
て
も
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
就
職
活
動
を

促
す
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
常
に
学
生
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー

ズ
を
大
切
に
、
進
路
・
就
職
支
援
を

よ
り
積
極
的
に
行
い
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

（
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
係
長

　

宮
本　

忠
之
）

就
職
説
明
や
個
別
相
談

保
護
者

懇
談
会 

貴
重
な
意
見
寄
せ
ら
れ
る

大学･短大

説
明
会
に
は
１
１
４
人
、
第
２
部
の

学
科
別
教
育
懇
談
会
に
は
１
２
４
人

の
保
護
者
が
参
加
。
う
ち
92
人
が
教

員
と
の
個
人
面
談
も
受
け
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
短
大
で
は
第
１
部
の
就
職

説
明
会
に
は
64
人
、
第
２
部
の
学
科

別
教
育
懇
談
会
に
は
56
人
が
参
加
。

う
ち
40
人
が
面
談
を
受
け
た
。

　

一
方
、
枚
方
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

９
月
15
日
に
行
わ
れ
計
１
１
９
人
の

保
護
者
が
参
加
し
た
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
単

位
取
得
に
つ
い
て
、
早
い
段
階
で
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
ほ
し
い
」「
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
よ
う
、

一
人
ひ
と
り
に
働
き
か
け
を
し
て
ほ

し
い
」「
セ
ミ
ナ
ー
の
先
生
に
直
接

疑
問
点
を
聞
け
て
、
よ
か
っ
た
で

す
」
な
ど
、
様
々
な
意
見
や
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

冒頭で挨拶する奥田吾朗学長（枚方キャンパス）
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